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月刊おかじょうきを

ど〜〜しても紙で見たい！
というあなたへ

　２月号から紙の柳誌発行を止め、電子柳誌だけの発行に移行し
ましたが、皆さんには「絶対、電子だけで見てください！」と言っ
ているわけではありません。経済的に余裕のある方は（といって
も月数百円くらいですが笑）、製本された形ではないですが、紙
に印刷して読む方法もありますので、以下の方法の中から、ご自
身の周辺の環境に合った方法でお試しください。

【方法①】PC とプリンターで印刷する
お家にパソコンとプリンターがあれば、電子柳誌をお好きな大きさ
の用紙に印刷すればOKです。

【方法②】スマホとセブンイレブンで印刷する
右のアプリを使って、お近くのセブンイレブンのコピー
機でスマホで印刷することが出来ます。

【方法③】スマホと近くのコンビニで印刷する
右のアプリを使って、お近くのコンビ
ニ（ローソン、ファミリーマート、ミ
ニストップ、ポプラ）のコピー機から印刷することが出来ます。

【コンビニでのプリント参考価格】
A3モノクロ1ページ：約20円／A3カラー 1ページ：約100円
見たいページだけ印刷して節約するのもアリですね！

https://www.printing.ne.jp/support/landing/landing_pdfprint.html
https://networkprint.ne.jp/printsmash/index.html
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ヤ
バ
い
、
な
ん
も
出
て
こ
な
い
。

　

仕
事
や
家
の
こ
と
な
ど
で
忙
し
く
な
る
と
、
一
句
も
作
れ
な
く
な
る
こ
と
が
本
当
に
よ
く
あ

り
ま
す
。そ
ん
な
状
態
が
1
カ
月
近
く
続
い
て
い
た
中
、あ
り
が
た
く
も
届
い
た
大
賞
受
賞
の
報
。

し
か
も
、
憧
れ
の
杉
野
十
佐
一
賞
！
あ
ま
り
の
驚
き
に
夕
飯
を
作
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
40
代
の
初
め
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
育
て
と
、
40
代
の
終
わ
り
か
ら
始
め
た
川
柳
。
そ
し
て
、
50

歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
い
た
だ
い
た
、
こ
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
だ
ぽ
つ
ぽ
つ
と
し
か
句
を
作

れ
な
い
未
熟
者
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
川
柳
と
と
も
に
歩
み
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
自
由
で
、
自
分
の

中
の
か
っ
こ
悪
さ
が
宝
と
な
る
川
柳
の
世
界
が
大
好
き
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
第
30
回 

杉
野
十
佐
一
賞
　
大
賞
作
品
■

【
12
点
】（
秀
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん
（
佳
）
圭
伍
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な		

木
下 

香
苗

（
滋
賀
県
草
津
市
）

第30回

杉
野
十
佐
一
賞

杉
野
十
佐
一
賞

す
ぎ
の
と
さ
い
ち
▼
昭
和
26
年
に
お
か
じ
ょ

う
き
川
柳
社
を
設
立
。
没
年
の
昭
和
54
年
ま

で
初
代
代
表
と
し
て
多
く
の
作
家
を
育
成
。

永
年
に
わ
た
る
川
上
三
太
郎
と
の
親
交
か
ら

竜
飛
岬
の
三
太
郎
句
碑
建
立
に
尽
力
。

【
集
計
方
法
】
点
数
は
、
各
選
者
の
特
選
を
５
点
、

秀
逸
３
点
、
佳
作
１
点
と
し
、
同
点
の
場
合
、
よ

り
高
い
位
に
選
ば
れ
て
い
る
も
の
が
上
位
。

【 受 賞 の 言 葉 】

題「 相 」
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（
特
）
ち
え
み
（
佳
）
れ
い
こ
・
Ｓ
ｉ
ｎ

さ
迷
っ
て
ア
リ
ス
は
相
撲
部
屋
に
い
る

【
６
点
】

（
秀
）
か
ん
え
も
ん
（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
ち
え
み

百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

（
秀
）
か
ん
え
も
ん
（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

（
秀
）
Ｓ
ｉ
ｎ
（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
ち
え
み

ゴ
ミ
箱
も
花
も
な
か
っ
た
相
談
室

（
特
）
由
紀
子
（
佳
）
ち
え
み

相
談
を
す
れ
ば
卵
が
孵
る
か
も

【
５
点
】

（
秀
）
Ｓ
ｉ
ｎ
（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ

色
相
環   

黄
色
に
す
わ
る
人
の
負
け

（
秀
）
ち
え
み
（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子

髪
の
毛
刈
り
た
て
の
人
に
相
談
し
ょ

（
秀
）
Ｓ
ｉ
ｎ
（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子

ハ
ト
の
い
る
景
色
に
埋
め
て
み
る
手
相

（
秀
）
ち
え
み
（
佳
）
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
た
ち
と
相
合
い
傘
で
行
く

（
秀
）
圭
伍
（
佳
）
由
紀
子
・
ち
え
み

も
う
鶴
の
相
談
は
聞
か
な
い
だ
ろ
う

【
10
点
】

（
秀
）
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん
（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

（
特
）
か
ん
え
も
ん
（
秀
）
由
紀
子
（
佳
）
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

【
８
点
】

（
秀
）
由
紀
子
・
ち
え
み
（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ

海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り

（
特
）
圭
伍
（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具

【
７
点
】

（
秀
）
ち
え
み
（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

（
秀
）
由
紀
子
（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

（
特
）
れ
い
こ
（
佳
）
圭
伍
・
Ｓ
ｉ
ｎ

こ
の
秋
に
可
愛
い
手
相
始
め
ま
す

【
準
賞
（
11
点
）】

（
秀
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
ち
え
み
・（
佳
）
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る　
　
兵
庫
県　

八
上
桐
子

飯
島
章
友

吉
見
恵
子

徳
長　

怜

浅
井
ゆ
ず

笠
嶋
恵
美
子

桜
庭
紀
子

雨
森
茂
喜

米
山
明
日
歌

髙
瀨
霜
石

ｎ

ｅ

ｓ

東
京
都

青
森
県

徳
島
県

大
阪
府

大
阪
府

和
歌
山
県

大
阪
府

静
岡
県

青
森
県

兵
庫
県

宮
井
い
ず
み

佐
藤
春
子

江
口
ち
か
る

藤
田
め
ぐ
み

笹
田
か
な
え

小
林
康
浩

須
藤
し
ん
の
す
け

大
阪
府

秋
田
県

京
都
府

埼
玉
県

青
森
県

大
阪
府

青
森
県

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

さ
あ
音
符
相
談
せ
ず
に
跳
ね
て
み
て

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
似
形
の
よ
う
な
迷
い
の
よ
う
な　

ま
る

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

さ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
手
相

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
席
の
金
剛
力
士
よ
く
笑
う

【
３
点
】

（
秀
）
圭
伍

宣
伝
相
に
小
松
菜
の
ゲ
ッ
プ
す
る

（
秀
）
圭
伍

こ
こ
ろ
な
し
右
手
の
手
相
う
す
く
な
り

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん

メ
ッ
キ
剥
ぐ
よ
う
に
相
槌
打
っ
て
い
る

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ね
じ
穴
に
相
応
し
い
ム
ン
ク
の
叫
び

（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子
・
ち
え
み

大
統
領
の
相
手
し
て
い
て
日
が
暮
れ
る

（
佳
）
圭
伍
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

真
相
は
カ
マ
キ
リ
の
眼
が
語
り
ま
す

（
佳
）
圭
伍
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ふ
た
つ
あ
る
ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
の
帰
る
家

（
特
）
Ｓ
ｉ
ｎ

森
で
す
か
い
い
え
相
席
な
ん
で
す
よ

【
４
点
】

（
秀
）
圭
伍
（
佳
）
Ｓ
ｉ
ｎ

仕
方
な
く
イ
ヤ
ホ
ン
を
分
け
合
う
白
衣

（
秀
）
Ｓ
ｉ
ｎ
（
佳
）
か
ん
え
も
ん

手
相
に
は
内
緒
に
し
て
る
こ
と
が
あ
る

（
秀
）
れ
い
こ
（
佳
）
Ｓ
ｉ
ｎ

青
満
た
し
あ
っ
て
ボ
ク
ら
は
相
似
形

（
秀
）
か
ん
え
も
ん
（
佳
）
ち
え
み

応
相
談
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
打
ち
明
け
る

（
秀
）
れ
い
こ
（
佳
）
Ｓ
ｉ
ｎ

境
内
の
あ
・
う
ん
の
う
ん
が
炎
上
中

（
秀
）
れ
い
こ
（
佳
）
ち
え
み

相
棒
の
耳
に
は
タ
コ
が
棲
ん
で
い
る

（
秀
）
Ｓ
ｉ
ｎ
（
佳
）
ち
え
み

昨
日
ま
で
相
性
良
か
っ
た
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

手
相
に
は
雨
の
匂
い
の
線
を
引
く

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
手
か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
う
積
雪
す

（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

相
席
の
そ
ば
屋
に
マ
グ
リ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー

尾
崎
良
仁

守
田
啓
子

北
村
幸
子

川
田
由
紀
子

西
沢
葉
火

野
邊
富
優
葉

相
原
あ
や
め

筏
井
加
代
子

小
野
五
郎

高
木
ま
あ
こ

鈴
木　

雀

千
葉
県

青
森
県

滋
賀
県

大
阪
府

長
野
県

埼
玉
県

神
奈
川
県

兵
庫
県

青
森
県

青
森
県

埼
玉
県

た
け
う
ち
さ
な

鈴
木　

雀

原
口
健
二

徳
長　

怜

川
田
由
紀
子

佐
藤
春
子

妹
尾　

凛

一

帆

妹
尾　

凛

暮
田
真
名

木
下
香
苗

大
阪
府

埼
玉
県

青
森
県

徳
島
県

大
阪
府

秋
田
県

秋
田
県

秋
田
県

秋
田
県

東
京
都

滋
賀
県
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【
２
点
】

（
佳
）
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

人
相
の
余
計
な
こ
と
を
言
う
ホ
ク
ロ

（
佳
）
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
槌
の
や
た
ら
上
手
な
窓
の
月

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ま
で
相
乗
り
し
て
も
い
い
で
す
か

（
佳
）
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん

ま
た
負
け
て
相
も
変
ら
ぬ
ヘ
ソ
の
胡
麻

（
佳
）
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん

声
の
相
手
に
青
蔦
を
か
さ
ね
や
む

（
佳
）
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

死
に
面
の
百
面
相
の
暇
潰
し

（
佳
）
由
紀
子
・
ち
え
み

「
紙
相
撲　

最
強　

作
り
方
」　　
　

い
く
ぜ

（
佳
）
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

相
方
と
な
っ
て
丸
ご
と
守
備
範
囲

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん

相
槌
が
続
く
言
葉
は
浮
き
上
が
る

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん

地
獄
変
相
す
み
っ
こ
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子

相
棒
は
夕
焼
け
小
焼
ラ
フ
ラ
ン
ス

（
佳
）
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

諦
念
と
や
ら
を
相
模
湖
に
浸
そ
う

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん

お
れ
空
き
地
報
・
連
・
相
の
や
け
の
は
ら

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
Ｓ
ｉ
ｎ

モ
ザ
イ
ク
の
友
人
K
と
相
席
に

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

核
心
は
東
照
宮
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

相
打
ち
で
ご
ざ
る
と
言
っ
て
蚊
は
果
て
た

（
佳
）
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

半
個
体
だ
よ
ね
ゼ
リ
ー
も
宰
相
も

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
席
の
雪
と
ふ
る
さ
と
の
は
な
し

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ
・
由
紀
子

相
棒
は
猫
で
宇
宙
を
共
有
す

（
佳
）
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

つ
る
バ
ラ
が
か
ら
む
結
婚
相
談
所

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

相
棒
か
と
問
わ
れ
て
逃
げ
る
僕
の
影

（
佳
）
圭
伍
・
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ド
ア
ノ
ブ
の
話
し
相
手
に
な
り
す
ま
す

戎　

踊
兵

井
上
健
蔵

渡
邊
こ
あ
き

重
森
恒
雄

花
島
照
子

西
脇
祥
貴

雨
月
茄
子
春

に
じ
の
真
美

真
羽
貴
子

小
野
五
郎

一

帆

青
森
県

青
森
県

青
森
県

滋
賀
県

神
奈
川
県

三
重
県

宮
崎
県

青
森
県

福
岡
県

青
森
県

秋
田
県

四
ツ
屋
い
ず
み

西
脇
祥
貴

小
野
善
江

金
瀬
達
雄

飯
島
章
友

小
野
善
江

赤
石
ゆ
う

大
黒
谷
サ
チ
エ

赤
石
ゆ
う

坂
本
清
乃

雨
森
茂
喜

北
海
道

三
重
県

高
知
県

富
山
県

東
京
都

高
知
県

秋
田
県

青
森
県

秋
田
県

青
森
県

大
阪
府

（
佳
）
由
紀
子
・
ち
え
み

お
客
様
相
談
室
に
居
る
案
山
子

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子

阿
吽
像
ま
だ
立
っ
て
い
る
台
所

（
佳
）
ち
え
み
・
か
ん
え
も
ん

連
弾
の
相
手
に
ラ
ス
ボ
ス
を
指
名

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み

相
槌
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
45

（
佳
）
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん

相
似
形
ば
か
り
輪
ゴ
ム
で
留
め
て
お
く

（
佳
）
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん

相
対
性
理
論
が
か
っ
た
赤
い
糸

（
佳
）
れ
い
こ
・
か
ん
え
も
ん

相
生
の
松
に
も
表
札
が
２
枚

（
佳
）
圭
伍
・
Ｓ
ｉ
ｎ

手
相
か
ら
は
み
出
た
線
を
譲
り
た
い

（
佳
）
圭
伍
・
由
紀
子

か
た
ど
っ
た
よ
う
に
鏡
に
父
の
相

（
佳
）
圭
伍
・
れ
い
こ

相
棒
に
浮
い
て
く
る
き
れ
い
な
木
目

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み

真
相
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
下
に
あ
る

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん

太
平
洋
に
相
槌
打
っ
て
か
ら
沁
み
る

山
田
こ
い
し

い
わ
さ
き
楊
子

髙
杉　

力

峯
島　

妙

髙
杉　

力

猫
田
千
恵
子

笠
嶋
恵
美
子

小
原
由
佳

嵯
峨
山
登

宇
佐
美
愼
一

安
藤
な
み

小
原
由
佳

埼
玉
県

熊
本
県

大
阪
府

大
阪
府

大
阪
府

愛
知
県

大
阪
府

大
阪
府

佐
賀
県

北
海
道

愛
知
県

大
阪
府

（
佳
）
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

蟀
谷
に
貼
り
つ
い
て
い
る
相
が
あ
る

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み

真
相
は
小
さ
く
畳
み
裏
返
し

（
佳
）
れ
い
こ
・
ち
え
み

秋
雲
と
相
部
屋
で
す
と
書
く
手
紙

（
佳
）
圭
伍
・
Ｓ
ｉ
ｎ

ト
ポ
ロ
ジ
ー
的
に
人
間
で
す
ぼ
く
も

（
佳
）
れ
い
こ
・
由
紀
子

相
づ
ち
を
打
つ
と
つ
む
じ
が
笑
っ
ち
ゃ
う

（
佳
）
由
紀
子
・
か
ん
え
も
ん

分
相
応
こ
れ
で
よ
か
よ
か
き
な
こ
餅

（
佳
）
圭
伍
・
か
ん
え
も
ん

「
お
相
手
は
泰
子
で
し
た
」
と
秋
に
言
う

（
佳
）
由
紀
子
・
Ｓ
ｉ
ｎ

－
－
－
・
・
・
－　

そ
こ
に
嘘
が
あ
る

（
佳
）
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

あ
み
だ
籤
え
え
加
減
さ
の
相
関
図

（
佳
）
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

骨
相
が
い
い
か
ら
決
め
ま
し
た
だ
な
ん
て

（
佳
）
か
ん
え
も
ん
・
Ｓ
ｉ
ｎ

相
貌
は
歴
史
教
科
書
に
よ
く
溶
け
る

（
佳
）
ち
え
み
・
Ｓ
ｉ
ｎ

真
相
を
樹
海
付
近
で
知
ら
さ
れ
る

熊
谷
冬
鼓

由

利

子

山
本
知
佳
子

嵯
峨
山
登

筏
井
加
代
子

安
井
紀
代
子

斎
藤
泰
子

兵
頭
全
郎

川
西
則
子

浅
井
ゆ
ず

雨
月
茄
子
春

竹
尾
佳
代
子

青
森
県

静
岡
県

京
都
府

佐
賀
県

兵
庫
県

愛
知
県

秋
田
県

大
阪
府

兵
庫
県

大
阪
府

宮
崎
県

三
重
県
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な
か
は
ら
れ
い
こ 

選

岐
阜
県
・「
ね
じ
ま
き
句
会
」
代
表

浅
井
ゆ
ず

坂
本
清
乃

宇
佐
美
愼
一

笠
嶋
恵
美
子

赤
石
ゆ
う

由

利

子

大
黒
谷
サ
チ
エ

猫
田
千
恵
子

川
田
由
紀
子

安
藤
な
み

浪
越
靖
政

吉
見
恵
子

笹
田
か
な
え

筏
井
加
代
子

四
ツ
屋
い
ず
み

桜
庭
紀
子

藤
田
め
ぐ
み

大
阪
府

青
森
県

北
海
道

大
阪
府

秋
田
県

静
岡
県

青
森
県

愛
知
県

大
阪
府

愛
知
県

北
海
道

青
森
県

青
森
県

兵
庫
県

北
海
道

和
歌
山
県

埼
玉
県

【
佳
作
】

ゴ
ミ
箱
も
花
も
な
か
っ
た
相
談
室

相
棒
か
と
問
わ
れ
て
逃
げ
る
僕
の
影

相
棒
に
浮
い
て
く
る
き
れ
い
な
木
目

相
生
の
松
に
も
表
札
が
２
枚

相
席
の
雪
と
ふ
る
さ
と
の
は
な
し

真
相
は
小
さ
く
畳
み
裏
返
し

相
棒
は
猫
で
宇
宙
を
共
有
す

傾
い
て
相
身
互
い
て
カ
ト
マ
ン
ズ

相
席
の
金
剛
力
士
よ
く
笑
う

真
相
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
下
に
あ
る

相
方
は
い
な
い
が
ボ
ケ
は
続
け
て
る

百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

相
づ
ち
を
打
つ
と
つ
む
じ
が
笑
っ
ち
ゃ
う

諦
念
と
や
ら
を
相
模
湖
に
浸
そ
う

色
相
環   

黄
色
に
す
わ
る
人
の
負
け

骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具

花
島
照
子

西
脇
祥
貴

柳
本
惠
子

花
島
照
子

宮
井
い
ず
み

四
ツ
屋
い
ず
み

い
わ
さ
き
楊
子

小
野
善
江

北
村
幸
子

峯
島　

妙

斎
藤
泰
子

江
口
ち
か
る

飯
島
章
友

小
野
善
江

小
林
康
浩

妹
尾　

凛

山
本
知
佳
子

小
林
康
浩

神
奈
川
県

三
重
県

奈
良
県

神
奈
川
県

大
阪
府

北
海
道

熊
本
県

高
知
県

滋
賀
県

大
阪
府

秋
田
県

京
都
府

東
京
都

高
知
県

大
阪
府

秋
田
県

京
都
府

大
阪
府

声
の
相
手
に
青
蔦
を
か
さ
ね
や
む

お
れ
空
き
地
報
・
連
・
相
の
や
け
の
は
ら

話
し
相
手
は
獏
と
羊
と
夜
と

あ
は
あ
は
の
相
対
の
三
角
定
規

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

相
槌
の
代
わ
り
に
旗
を
振
っ
て
み
よ

阿
吽
像
ま
だ
立
っ
て
い
る
台
所

半
個
体
だ
よ
ね
ゼ
リ
ー
も
宰
相
も

さ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
手
相

相
槌
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
45

相
応
の
生
き
方
が
あ
る
菊
も
薊
も

海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り

さ
迷
っ
て
ア
リ
ス
は
相
撲
部
屋
に
い
る

モ
ザ
イ
ク
の
友
人
K
と
相
席
に

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

手
相
に
は
雨
の
匂
い
の
線
を
引
く

秋
雲
と
相
部
屋
で
す
と
書
く
手
紙

屋
上
で
相
談
役
は
雲
に
乗
る

【
選
評
】

　
　
こ
の
秋
に
可
愛
い
手
相
始
め
ま
す

　
特
選
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
掲
句
。
な
ん
か

す
ご
く
キ
ュ
ー
ト
。
で
も
、
わ
か
る
よ
う
で
わ
か

ら
な
い
。「
冷
や
し
中
華
始
め
ま
す
」
み
た
い
な

ノ
リ
で
始
め
ら
れ
る
の
は
「
可
愛
い
手
相
」
な
ん

で
あ
る
。
手
相
っ
て
始
め
る
も
ん
な
の
？
そ
も
そ

も
、
可
愛
い
手
相
っ
て
な
に
？
と
悩
み
つ
つ
「
可

愛
い
」
と
い
う
概
念
の
あ
い
ま
い
さ
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
以
前
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
石
破
っ
ち

か
わ
い
い
」
と
か
い
う
ポ
ス
ト
を
見
て
ギ
ョ
ッ
と

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
れ
か
の
「
可
愛
い
」
は

だ
れ
か
の
「
キ
モ
イ
」
な
の
だ
。
そ
う
思
っ
た
と

た
ん
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
た
キ
ュ
ー
ト
さ
の

し
っ
ぽ
を
捕
ま
え
ら
た
よ
う
に
思
っ
た
。「
こ
の

秋
に
」
が
効
い
て
い
る
の
だ
。
秋
に
な
る
前
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
の
だ
ろ
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

　
　
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

　
　
青
満
た
し
あ
っ
て
ボ
ク
ら
は
相
似
形

　
　
境
内
の
あ
・
う
ん
の
う
ん
が
炎
上
中

　
　
相
棒
の
耳
に
は
タ
コ
が
棲
ん
で
い
る

　
秀
逸
の
5
句
で
あ
る
。

　
「
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
み
た
い
な
」
な
ん

て
直
喩
は
、
作
者
以
外
は
ぜ
っ
た
い
思
い
つ
か
な

い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
ん
だ
よ
。
だ
っ
て
、
ほ
ぼ
液

体
だ
よ
。
無
防
備
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

見
て
る
人
の
「
や
な
」
と
い
う
語
尾
に
愛
を
感
じ

る
の
だ
。

　

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
句
は
音
の
楽
し
さ
で
選
ん

だ
。
あ
た
ま
の
中
で
ピ
ン
ク
の
唇
が
「
ま
ち
ゅ
ぴ

ち
ゅ
」
と
動
く
さ
ま
が
ス
ロ
ー
で
再
現
さ
れ
て
、

し
ば
し
ぼ
ー
っ
と
し
た
。

　
相
似
形
の
句
の
青
春
性
み
た
い
な
も
の
も
外
せ

な
か
っ
た
。「
青
」
が
す
こ
し
類
型
的
に
も
思
え

る
け
れ
ど
、
青
じ
ゃ
な
い
と
、
こ
の
さ
わ
や
か
な

エ
ロ
ス
っ
ぽ
さ
も
出
せ
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
続
き
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）

笹
田
か
な
え

高
木
ま
あ
こ

守
田
啓
子

尾
崎
良
仁

ま
つ
り
ぺ
き
ん

飯
島
章
友

渡
邊
こ
あ
き

相
原
あ
や
め

暮
田
真
名

青
森
県

青
森
県

青
森
県

千
葉
県

大
阪
府

東
京
都

青
森
県

神
奈
川
県

東
京
都

相
づ
ち
は
木
も
れ
日
ほ
ど
に
す
れ
違
う

な
ん
で
あ
る
相
対
的
に
愛
で
あ
る

相
似
形
の
よ
う
な
迷
い
の
よ
う
な　

ま
る

さ
あ
音
符
相
談
せ
ず
に
跳
ね
て
み
て

相　

の
木
に
ふ
た
り
蛹
に
な
り
か
け
て

相
打
ち
で
ご
ざ
る
と
言
っ
て
蚊
は
果
て
た

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ま
で
相
乗
り
し
て
も
い
い
で
す
か

メ
ッ
キ
剥
ぐ
よ
う
に
相
槌
打
っ
て
い
る

相
手
か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
う
積
雪
す

【
秀
逸
】

相
棒
の
耳
に
は
タ
コ
が
棲
ん
で
い
る

境
内
の
あ
・
う
ん
の
う
ん
が
炎
上
中

青
満
た
し
あ
っ
て
ボ
ク
ら
は
相
似
形

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

【
特
選
】

こ
の
秋
に
可
愛
い
手
相
始
め
ま
す

妹
尾　

凛

佐
藤
春
子

徳
長　

怜

八
上
桐
子

木
下
香
苗

須
藤
し
ん
の
す
け

秋
田
県

秋
田
県

徳
島
県

兵
庫
県

滋
賀
県

青
森
県

第
30
回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果

https://nezimakiku.exblog.jp/
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第
30
回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果

樋ひ

ぐ

ち口
由ゆ

き

こ

紀
子 

選

兵
庫
県
・
句
誌
「
ト
イ
」
同
人

浪
越
靖
政

暮
田
真
名

猫
田
千
恵
子

尾
崎
良
仁

ｎ

ｅ

ｓ

雨
森
茂
喜

兵
頭
全
郎

川
田
由
紀
子

熊
谷
冬
鼓

八
上
桐
子

笹
田
か
な
え

重
森
恒
雄

八
上
桐
子

蟹
口
和
枝

安
井
紀
代
子

山
田
こ
い
し

雨
月
茄
子
春

北
海
道

東
京
都

愛
知
県

千
葉
県

兵
庫
県

大
阪
府

大
阪
府

大
阪
府

青
森
県

兵
庫
県

青
森
県

滋
賀
県

兵
庫
県

京
都
府

愛
知
県

埼
玉
県

宮
崎
県

【
佳
作
】

相
席
は
キ
リ
ス
ト
釈
迦
に
大
統
領

相
手
か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
う
積
雪
す

相
対
性
理
論
が
か
っ
た
赤
い
糸

さ
あ
音
符
相
談
せ
ず
に
跳
ね
て
み
て

も
う
鶴
の
相
談
は
聞
か
な
い
だ
ろ
う

髪
の
毛
刈
り
た
て
の
人
に
相
談
し
ょ

—
 —
 —

・
・
・—

　

そ
こ
に
嘘
が
あ
る

相
席
の
金
剛
力
士
よ
く
笑
う

蟀
谷
に
貼
り
つ
い
て
い
る
相
が
あ
る

す
ん
な
り
と
相
殺
さ
れ
た
霊
と
雲

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

あ
わ
よ
く
ば
灰
か
と
思
う
第
二
相

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

ひ
ね
も
す
を
鏡
の
前
で
語
り
合
う

分
相
応
こ
れ
で
よ
か
よ
か
き
な
こ
餅

お
客
様
相
談
室
に
居
る
案
山
子

「
紙
相
撲　

最
強　

作
り
方
」　　
　

い
く
ぜ

筏
井
加
代
子

北
村
幸
子

米
山
明
日
歌

澤
井
和
水

も
り
の
こ
の
み

水
城
鉄
茶

い
わ
さ
き
楊
子

徳
長　

怜

斉
尾
く
に
こ

葉　

閑
女

髙
杉　

力

一

帆

尾
崎
良
仁

中
前
棋
人

江
口
ち
か
る

芝
岡
か
ん
え
も
ん

守
田
啓
子

嵯
峨
山
登

兵
庫
県

滋
賀
県

静
岡
県

東
京
都

佐
賀
県

茨
城
県

熊
本
県

徳
島
県

鳥
取
県

青
森
県

大
阪
府

秋
田
県

千
葉
県

静
岡
県

京
都
府

神
奈
川
県

青
森
県

佐
賀
県

相
づ
ち
を
打
つ
と
つ
む
じ
が
笑
っ
ち
ゃ
う

さ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
手
相

ハ
ト
の
い
る
景
色
に
埋
め
て
み
る
手
相

相
愛
に
な
る
は
ず
で
し
た
腐
る
蓮

見
て
み
た
い
？
ア
ン
タ
以
外
の
百
面
相

相
槌
を
打
た
れ
す
ぎ
て
の
膝
立
ち
だ

阿
吽
像
ま
だ
立
っ
て
い
る
台
所

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

指
揮
棒
へ
百
人
百
様
百
面
相

首
相
指
名
お
こ
し
て
み
て
よ
米
騒
動

相
似
形
ば
か
り
輪
ゴ
ム
で
留
め
て
お
く

相
棒
は
夕
焼
け
小
焼
ラ
フ
ラ
ン
ス

相
模
湖
を
黙
ら
せ
仔
熊
撃
っ
た
と
さ

オ
オ
カ
ミ
が
相
談
役
に
祀
ら
れ
る

寝
相
見
が
来
て
月
が
逃
げ
惑
う

わ
た
く
し
の
家
か
ら　

相
棒
が
消
え
た

相
似
形
の
よ
う
な
迷
い
の
よ
う
な　

ま
る

か
た
ど
っ
た
よ
う
に
鏡
に
父
の
相

【
選
評
】

　

川
柳
の
つ
く
り
方
に
問
答
が
あ
る
。
今
回
の

十
佐
一
賞
応
募
作
品
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。
ど

ん
な
問
い
を
し
て
、
ど
ん
な
答
え
を
引
き
出
す

か
。
そ
れ
は
い
か
に
上
手
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

創
り
出
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
相
談
を
す
れ
ば
卵
が
孵
る
か
も

　

人
に
相
談
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
で
も
、
相

談
し
た
ら
よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る
こ
と
も
あ
る

し
、
相
談
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
。「
相
談
」
の
微
妙
さ
を
ま
ず
提
示
し
、

想
定
外
の
「
卵
が
孵
る
か
も
」
と
、
日
常
を
ち
ょ

う
ど
い
い
塩
梅
に
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

　

上
位
に
「
相
談
」
が
並
び
、
最
後
ま
で
ど
ち

ら
の
句
に
し
よ
う
か
と
迷
っ
た
が
、
問
答
の
妙

と
展
開
の
は
ぐ
ら
か
し
方
が
あ
り
、
語
り
口
に

芸
が
あ
る
こ
の
句
を
特
選
に
し
た
。

　
　
相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

　
「
相
談
」
と
「
玉
蜀
黍
の
ひ
げ
」
を
繋
い
で
い

る
「
と
い
う
よ
り
」
は
「
Ａ
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
Ｂ
だ
」
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
、
こ
の
よ

う
な
使
い
方
あ
ま
り
し
な
い
。
コ
ト
が
い
つ
の

ま
に
か
モ
ノ
に
な
っ
て
い
る
。
一
見
、
話
は
繋

が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
す
っ
と
外

す
。「
相
談
」
を
ひ
と
ま
ず
横
に
置
い
て
、
な
ぜ

だ
か
「
玉
蜀
黍
の
ひ
げ
」
に
着
地
す
る
。
そ
の

素
早
さ
に
余
裕
を
感
じ
た
。

　
〈
海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り
〉
の

海
の
青
と
髷
の
黒
の
色
使
い
、〈
と
ん
か
つ
ソ
ー

ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
〉
の
発
見
、〈
勝
て

な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の
〉
の
相
手

が
ホ
タ
ル
と
い
う
意
外
性
、〈
人
相
は
う
な
ぎ
の

上
に
似
て
ま
し
た
〉
の
と
ぼ
け
方
な
ど
ユ
ー
モ

ア
と
愛
嬌
を
持
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
海
辺
」「
相
撲
取
り
」・「
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
」

「
寝
相
」・「
相
手
」「
ホ
タ
ル
」・「
人
相
」「
う
な

ぎ
の
上
」
と
、
一
見
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
よ
う
な
取

り
合
わ
せ
が
、絵
に
な
り
、意
味
を
繋
い
で
い
る
。

し
か
し
、
一
般
の
言
語
規
範
に
収
ま
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
は
い
る
が
、
決
し
て

お
と
な
し
く
収
ま
っ
て
は
い
な
い
。
散
文
的
な

意
味
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
話
し
か
け
る
よ
う

な
リ
ズ
ム
で
句
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、
句
姿
も

楽
々
と
し
て
い
る
。（

続
き
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）

髙
瀨
霜
石

て
つ
ろ
う

重
森
恒
雄

大
黒
谷
サ
チ
エ

藤
田
め
ぐ
み

小
野
五
郎

吉
見
恵
子

木
下
香
苗

井
上
健
蔵

青
森
県

宮
崎
県

滋
賀
県

青
森
県

埼
玉
県

青
森
県

青
森
県

滋
賀
県

青
森
県

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
た
ち
と
相
合
い
傘
で
行
く

ナ
ス
・
キ
ウ
リ
相
思
相
愛
だ
と
噂

ま
た
負
け
て
相
も
変
ら
ぬ
ヘ
ソ
の
胡
麻

相
棒
は
猫
で
宇
宙
を
共
有
す

骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具

大
統
領
の
相
手
し
て
い
て
日
が
暮
れ
る

百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

相
席
の
そ
ば
屋
に
マ
グ
リ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー

相
槌
の
や
た
ら
上
手
な
窓
の
月

【
秀
逸
】

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

【
特
選
】

相
談
を
す
れ
ば
卵
が
孵
る
か
も

小
林
康
浩

佐
藤
春
子

木
下
香
苗

江
口
ち
か
る

宮
井
い
ず
み

笠
嶋
恵
美
子

大
阪
府

秋
田
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

大
阪
府
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広ひ

ろ

せ瀬
ち
え
み 

選

宮
城
県
／
「W

hat's

」
編
集
発
行
人

山
本
知
佳
子

山
本
知
佳
子

雨
森
茂
喜

下
村　

修

飯
島
章
友

浅
井
ゆ
ず

大
黒
谷
サ
チ
エ

鈴
木　

雀

坂
本
清
乃

滋
野
さ
ち

守
田
啓
子

竹
尾
佳
代
子

蟹
口
和
枝

北
村
幸
子

髙
杉　

力

木
下
香
苗

も
り
の
こ
の
み

京
都
府

京
都
府

大
阪
府

神
奈
川
県

東
京
都

大
阪
府

青
森
県

埼
玉
県

青
森
県

青
森
県

青
森
県

三
重
県

京
都
府

滋
賀
県

大
阪
府

滋
賀
県

佐
賀
県

【
佳
作
】

秋
雲
と
相
部
屋
で
す
と
書
く
手
紙

カ
ス
ミ
ソ
ウ
相
手
に
泣
い
て
し
ま
っ
た
の

ド
ア
ノ
ブ
の
話
し
相
手
に
な
り
す
ま
す

手
相
で
は
結
婚
運
の
悪
い
妻

相
打
ち
で
ご
ざ
る
と
言
っ
て
蚊
は
果
て
た

ゴ
ミ
箱
も
花
も
な
か
っ
た
相
談
室

金
の
い
る
相
談
わ
が
家
は
コ
ロ
ナ
で
す

ふ
た
つ
あ
る
ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
の
帰
る
家

相
棒
か
と
問
わ
れ
て
逃
げ
る
僕
の
影

遅
咲
き
の
相
と
言
わ
れ
た
八
十
歳

二
人
と
も
秋
に
な
っ
た
ね　

そ
う
で
す
ね

真
相
を
樹
海
付
近
で
知
ら
さ
れ
る

真
相
の
裏
に
絡
ま
る
カ
ラ
ム
ー
チ
ョ

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
の
は
洗
面
所
の
鏡

連
弾
の
相
手
に
ラ
ス
ボ
ス
を
指
名

相
席
の
そ
ば
屋
に
マ
グ
リ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー

相
談
し
た
ら
さ
あ
み
ん
な
バ
レ
て
た

小
野
五
郎

峯
島　

妙

一

帆

山
田
こ
い
し

浅
井
ゆ
ず

赤
石
ゆ
う

に
じ
の
真
美

藤
井
智
史

北
村
幸
子

渡
邊
こ
あ
き

安
藤
な
み

尾
崎
良
仁

高
木
ま
あ
こ

由

利

子

川
田
由
紀
子

山
田
こ
い
し

吉
見
恵
子

小
林
康
浩

青
森
県

大
阪
府

秋
田
県

埼
玉
県

大
阪
府

秋
田
県

青
森
県

岡
山
県

滋
賀
県

青
森
県

愛
知
県

千
葉
県

青
森
県

静
岡
県

大
阪
府

埼
玉
県

青
森
県

大
阪
府

大
統
領
の
相
手
し
て
い
て
日
が
暮
れ
る

相
槌
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
45

昨
日
ま
で
相
性
良
か
っ
た
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

相
性
は
抜
群
な
ん
だ
ゴ
リ
ラ
と
は

骨
相
が
い
い
か
ら
決
め
ま
し
た
だ
な
ん
て

つ
る
バ
ラ
が
か
ら
む
結
婚
相
談
所

相
方
と
な
っ
て
丸
ご
と
守
備
範
囲

相
談
の
紙
飛
行
機
は
不
時
着
す

さ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
手
相

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ま
で
相
乗
り
し
て
も
い
い
で
す
か

真
相
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
下
に
あ
る

さ
あ
音
符
相
談
せ
ず
に
跳
ね
て
み
て

真
相
は
カ
マ
キ
リ
の
眼
が
語
り
ま
す

真
相
は
小
さ
く
畳
み
裏
返
し

応
相
談
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
打
ち
明
け
る

お
客
様
相
談
室
に
居
る
案
山
子

百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

三
浦
蒼
鬼

ｎ

ｅ

ｓ

川
田
由
紀
子

雨
月
茄
子
春

宮
井
い
ず
み

木
下
香
苗

笠
嶋
恵
美
子

佐
藤
春
子

妹
尾　

凛

青
森
県

兵
庫
県

大
阪
府

宮
崎
県

大
阪
府

滋
賀
県

大
阪
府

秋
田
県

秋
田
県

相
性
は
最
悪
だ
け
ど
好
き
だ
な
ぁ

も
う
鶴
の
相
談
は
聞
か
な
い
だ
ろ
う

相
席
の
金
剛
力
士
よ
く
笑
う

「
紙
相
撲　

最
強　

作
り
方
」　　
　

い
く
ぜ

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

相
談
を
す
れ
ば
卵
が
孵
る
か
も

勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

相
棒
の
耳
に
は
タ
コ
が
棲
ん
で
い
る

【
秀
逸
】

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
た
ち
と
相
合
い
傘
で
行
く

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り

髪
の
毛
刈
り
た
て
の
人
に
相
談
し
ょ

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

【
特
選
】

さ
迷
っ
て
ア
リ
ス
は
相
撲
部
屋
に
い
る

髙
瀨
霜
石

八
上
桐
子

江
口
ち
か
る

雨
森
茂
喜

笹
田
か
な
え

飯
島
章
友

青
森
県

兵
庫
県

京
都
府

大
阪
府

青
森
県

東
京
都

【
選
評
】

　

今
回
の
選
は
今
ま
で
に
な
く
難
し
か
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　
〈
勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の
〉

に
最
後
ま
で
悩
ん
だ
。
は
じ
め
は
秀
逸
に
と
っ

て
い
た
が
ど
う
し
て
も
〈
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け

て
蛍
に
生
ま
れ
た
の　
　

池
田
澄
子
〉
が
気
に

な
る
。
パ
ロ
デ
ィ
と
も
本
歌
取
り
と
も
と
れ
る

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
ら
い
い

の
か
迷
っ
た
。
結
果
、
秀
逸
を
外
し
て
佳
作
に

入
れ
た
。
採
ら
な
い
と
い
う
選
択
が
あ
っ
た
の

に
、そ
し
て「
勝
て
な
い
わ
」に
は「
じ
ゃ
ん
け
ん
」

が
透
け
て
見
え
た
の
に
、
ホ
タ
ル
の
短
い
生
命

の
輝
き
に
勝
て
な
い
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
た
。
つ
い
ホ
タ
ル
と
い
う
存
在
に
負
け

て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、〈
さ
迷
っ
て
ア
リ
ス
は
相
撲
部
屋
に
い

る
〉
の
大
胆
さ
に
驚
い
た
。
児
童
文
学
で
有
名

な
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
下
敷
き
に
、

穴
に
落
ち
た
ア
リ
ス
が
相
撲
部
屋
に
辿
り
着
く

と
い
う
発
想
は
、
題
詠
だ
か
ら
出
会
っ
た
の
だ

と
思
う
。
と
も
す
る
と
、
題
詠
は
雑
詠
よ
り
低

く
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
題

詠
の
瞬
発
力
を
生
か
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
ア

リ
ス
は
相
撲
部
屋
で
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
？

　

む
く
む
く
と
大
き
く
な
っ
て
相
撲
を
取
る
の

か
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
食
べ
る
の
か
、
相
撲
力
士

に
ど
ん
な
だ
じ
ゃ
れ
を
ふ
っ
か
け
る
の
か
、
わ

く
わ
く
さ
せ
ら
れ
、
続
き
を
読
ま
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

秀
逸
1
の
ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な

い
相
手
役
と
は
何
だ
ろ
う
、
他
の
薬
味
を
唱
え

ら
れ
る
か
ぎ
り
言
っ
て
み
た
が
、
結
論
は
で
な

か
っ
た
。
作
者
に
も
結
論
は
出
て
い
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
る
で
ク
イ
ズ
の
問
題
の
よ

う
な
作
品
で
あ
る
。

　

秀
逸
2
の
い
か
に
も
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
清
々

し
い
人
に
相
談
し
た
ら
ど
う
に
か
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

秀
逸
3
は
相
撲
取
り
の
巨
体
で
は
走
っ
て
い

く
よ
り
滑
っ
て
い
っ
た
方
が
早
い
。
そ
し
て
ど

ん
な
巨
体
で
も
海
は
ぷ
っ
か
り
と
浮
か
ば
せ
て

く
れ
る
。
ぷ
っ
か
り
と
浮
い
た
様
に
ユ
ー
モ
ア

が
あ
る
。

（
続
き
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）

第
30
回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果
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湊み
な
と  

圭け

い

ご伍 

選

愛
媛
県
・「
川
柳
ス
パ
イ
ラ
ル
」
同
人

大
黒
谷
サ
チ
エ

雨
森
茂
喜

嵯
峨
山
登

小
野
善
江

浅
井
ゆ
ず

嵯
峨
山
登

金
瀬
達
雄

桜
庭
紀
子

小
原
由
佳

桜
庭
紀
子

小
野
寺
里
穂

た
け
う
ち
さ
な

青
砥
和
子

米
山
明
日
歌

小
野
五
郎

斎
藤
泰
子

徳
長　

怜

青
森
県

大
阪
府

佐
賀
県

高
知
県

大
阪
府

佐
賀
県

富
山
県

和
歌
山
県

大
阪
府

和
歌
山
県

神
奈
川
県

大
阪
府

愛
知
県

静
岡
県

青
森
県

秋
田
県

徳
島
県

【
佳
作
】

相
棒
は
猫
で
宇
宙
を
共
有
す

髪
の
毛
刈
り
た
て
の
人
に
相
談
し
ょ

ト
ポ
ロ
ジ
ー
的
に
人
間
で
す
ぼ
く
も

モ
ザ
イ
ク
の
友
人
K
と
相
席
に

ゴ
ミ
箱
も
花
も
な
か
っ
た
相
談
室

か
た
ど
っ
た
よ
う
に
鏡
に
父
の
相

核
心
は
東
照
宮
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

色
相
環   

黄
色
に
す
わ
る
人
の
負
け

太
平
洋
に
相
槌
打
っ
て
か
ら
沁
み
る

あ
い
づ
ち
と
雲
母
か
さ
な
り
友
割
れ
る

相
似
だ
ね
わ
た
し
の
疼
き
あ
な
た
の
拍
手

赤
ち
ゃ
ん
が
ひ
っ
く
り
返
す
相
関
図

わ
な
わ
な
と
手
相
に
湧
い
て
く
る
寒
気

ハ
ト
の
い
る
景
色
に
埋
め
て
み
る
手
相

地
獄
変
相
す
み
っ
こ
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

「
お
相
手
は
泰
子
で
し
た
」
と
秋
に
言
う

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

ひ
と
り
静

雨
森
茂
喜

江
口
ち
か
る

藤
井
智
史

一

帆

ｎ

ｅ

ｓ

木
下
香
苗

小
原
由
佳

高
木
ま
あ
こ

木
下
香
苗

須
藤
し
ん
の
す
け

亥

の

一

暮
田
真
名

宮
井
い
ず
み

赤
石
ゆ
う

小
野
五
郎

金
瀬
達
雄

宇
佐
美
愼
一

奈
良
県

大
阪
府

京
都
府

岡
山
県

秋
田
県

兵
庫
県

滋
賀
県

大
阪
府

青
森
県

滋
賀
県

青
森
県

千
葉
県

東
京
都

大
阪
府

秋
田
県

青
森
県

富
山
県

北
海
道

キ
ラ
キ
ラ
と
は
し
ゃ
い
だ
後
の
相
関
図

ド
ア
ノ
ブ
の
話
し
相
手
に
な
り
す
ま
す

海
辺
ま
で
す
べ
っ
て
い
っ
た
相
撲
取
り

相
槌
の
向
日
葵　

溺
死
す
る
樹
海

相
棒
は
夕
焼
け
小
焼
ラ
フ
ラ
ン
ス

く
ち
び
る
も
林
檎
の
花
に
巣
食
わ
れ
て

相
席
の
そ
ば
屋
に
マ
グ
リ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー

手
相
か
ら
は
み
出
た
線
を
譲
り
た
い

真
相
は
カ
マ
キ
リ
の
眼
が
語
り
ま
す

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

こ
の
秋
に
可
愛
い
手
相
始
め
ま
す

相
傘
の
胸
の
鼓
動
と
雨
音
と

相
手
か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
う
積
雪
す

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

相
席
の
雪
と
ふ
る
さ
と
の
は
な
し

大
統
領
の
相
手
し
て
い
て
日
が
暮
れ
る

転
げ
落
ち
る
石
の
瞳
を
見
て
し
ま
う

相
棒
に
浮
い
て
く
る
き
れ
い
な
木
目

【
選
評
】

　
題
の
せ
い
な
の
か
ど
う
な
の
か
、
古
臭
い
方
向

に
い
っ
た
り
抽
象
的
に
な
っ
た
り
で
、
魅
力
的
に

感
じ
る
句
が
少
な
か
っ
た
。
漢
字
の
一
字
題
で
句

作
す
る
に
は
、
①
そ
の
字
が
入
っ
て
い
る
語
を
選

ぶ
、
あ
る
い
は
、
そ
の
字
か
ら
湧
く
イ
メ
ー
ジ
を

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
す
る
過
程
が
あ
り
、
そ
の

後
で
、
②
句
作
に
入
る
、
と
い
う
二
段
階
が
必
要

だ
が
、
一
段
階
目
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

句
、
と
い
う
か
句
以
前
の
言
葉
が
多
か
っ
た
。
そ

の
ハ
ー
ド
ル
が
ち
ゃ
ん
と
越
え
ら
れ
た
句
を
選
べ

て
い
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

　

秀
逸
1
「
仕
方
な
く
イ
ヤ
ホ
ン
を
分
け
合
う

白
衣
」
は
写
実
句
と
し
て
読
ん
だ
。「
イ
ヤ
ホ
ン
」

が
生
み
出
す
距
離
感
と
「
白
衣
」
が
指
定
す
る
特

定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
、
具
体
的
な
状
況
が
分
か

ら
な
い
な
が
ら
、
今
の
労
働
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ

が
表
れ
て
い
る
。

　
特
選「
骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具
」

に
は
、
抽
象
的
で
は
な
く
、
具
象
画
よ
り
実
体
や

現
実
感
を
与
え
る
抽
象
画
、
画
家
の
名
前
を
あ
げ

る
と
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
や
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
先
導
者
で
あ
る
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
絵
画
に
近

い
印
象
を
受
け
た
。
句
の
言
葉
に
沿
っ
て
読
み

直
す
と
、「
骨
格
を
あ
わ
せ
て
」
は
二
人
（
以
上
）

の
人
物
が
互
い
の
輪
郭
が
溶
け
合
い
、
骨
と
骨
が

触
れ
合
い
、
絡
み
合
う
ま
で
一
体
に
な
っ
た
状
態

だ
と
読
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
が
「
む

ら
さ
き
の
絵
の
具
」
だ
と
い
う
。
紫
は
美
し
い
が

汎
用
性
は
な
い
色
だ
ろ
う
。「
絵
の
具
」
と
い
う

何
か
を
表
現
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
色
の
か
た
ま
り
で
し
か
な
い
ま
ま
残
り
そ
う

だ
。
性
的
な
も
の
に
も
感
情
的
な
も
の
に
も
簡
単

に
要
約
さ
れ
な
い
関
係
の
あ
り
よ
う
を
こ
の
句
は

留
め
て
い
る
と
思
う
。「
相
」
の
字
は
使
わ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
字
が
も
つ
極
相
を
表
し
た
句
と

し
て
特
選
と
し
た
。（

全
文
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）

真
羽
貴
子

相
原
あ
や
め

小
林
康
浩

米
山
明
日
歌

西
脇
祥
貴

鈴
木　

雀

妹
尾　

凛

筏
井
加
代
子

三
浦
蒼
鬼

福
岡
県

神
奈
川
県

大
阪
府

静
岡
県

三
重
県

埼
玉
県

秋
田
県

兵
庫
県

青
森
県

相
槌
が
続
く
言
葉
は
浮
き
上
が
る

メ
ッ
キ
剥
ぐ
よ
う
に
相
槌
打
っ
て
い
る

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

相
づ
ち
が
煮
崩
れ
て
ゆ
く
熱
帯
夜

お
れ
空
き
地
報
・
連
・
相
の
や
け
の
は
ら

ふ
た
つ
あ
る
ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
の
帰
る
家

手
相
に
は
雨
の
匂
い
の
線
を
引
く

ね
じ
穴
に
相
応
し
い
ム
ン
ク
の
叫
び

相
・
愛
・
哀　

や
が
て
空
気
に
な
る
つ
も
り

【
秀
逸
】

も
う
鶴
の
相
談
は
聞
か
な
い
だ
ろ
う

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

こ
こ
ろ
な
し
右
手
の
手
相
う
す
く
な
り

宣
伝
相
に
小
松
菜
の
ゲ
ッ
プ
す
る

仕
方
な
く
イ
ヤ
ホ
ン
を
分
け
合
う
白
衣

【
特
選
】

骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具

ｎ

ｅ

ｓ

八
上
桐
子

野
邊
富
優
葉

西
沢
葉
火

鈴
木　

雀

藤
田
め
ぐ
み

兵
庫
県

兵
庫
県

埼
玉
県

長
野
県

埼
玉
県

埼
玉
県

第
30
回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果
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第
30
回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果

佐
渡
真
紀
子

西
脇
祥
貴

由

利

子

飯
島
章
友

赤
石
ゆ
う

渡
邊
こ
あ
き

雨
月
茄
子
春

笹
田
か
な
え

四
ツ
屋
い
ず
み

早
川
柚
香

北
村
幸
子

斎
藤
泰
子

安
井
紀
代
子

金
瀬
達
雄

妹
尾　

凛

髙
杉　

力

真
羽
貴
子

秋
田
県

三
重
県

静
岡
県

東
京
都

秋
田
県

青
森
県

宮
崎
県

青
森
県

北
海
道

岐
阜
県

滋
賀
県

秋
田
県

愛
知
県

富
山
県

秋
田
県

大
阪
府

福
岡
県

【
佳
作
】

相
愛
も
代
わ
り
ば
ん
こ
の
鬼
ご
っ
こ

お
れ
空
き
地
報
・
連
・
相
の
や
け
の
は
ら

素
晴
ら
し
い
相
棒
だ
よ
ね
酢
味
噌
和
え

相
打
ち
で
ご
ざ
る
と
言
っ
て
蚊
は
果
て
た

つ
る
バ
ラ
が
か
ら
む
結
婚
相
談
所

相
性
の
い
い
カ
ラ
ス
と
の
二
人
旅

相
貌
は
歴
史
教
科
書
に
よ
く
溶
け
る

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

諦
念
と
や
ら
を
相
模
湖
に
浸
そ
う

相
談
に
人
か
鏡
か
AI
か

さ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
手
相

「
お
相
手
は
泰
子
で
し
た
」
と
秋
に
言
う

分
相
応
こ
れ
で
よ
か
よ
か
き
な
こ
餅

核
心
は
東
照
宮
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

手
相
に
は
雨
の
匂
い
の
線
を
引
く

相
似
形
ば
か
り
輪
ゴ
ム
で
留
め
て
お
く

相
槌
が
続
く
言
葉
は
浮
き
上
が
る

守
田
啓
子

岸
井
ふ
さ
ゑ

夏
草
ふ
ぶ
き

川
西
則
子

小
野
善
江

高
木
ま
あ
こ

原
口
健
二

熊
谷
冬
鼓

重
森
恒
雄

筏
井
加
代
子

西
脇
祥
貴

小
原
由
佳

坂
本
清
乃

に
じ
の
真
美

髙
杉　

力

相
原
あ
や
め

木
下
香
苗

小
川
佳
恵

青
森
県

大
阪
府

青
森
県

兵
庫
県

高
知
県

青
森
県

青
森
県

青
森
県

滋
賀
県

兵
庫
県

三
重
県

大
阪
府

青
森
県

青
森
県

大
阪
府

神
奈
川
県

滋
賀
県

大
阪
府

相
似
形
の
よ
う
な
迷
い
の
よ
う
な　

ま
る

相
合
傘
を
こ
っ
そ
り
抜
け
る
晴
れ
女

相
方
の
ハ
ン
マ
ー
ロ
ッ
ク
が
癖
に
な
る

あ
み
だ
籤
え
え
加
減
さ
の
相
関
図

半
個
体
だ
よ
ね
ゼ
リ
ー
も
宰
相
も

真
相
は
カ
マ
キ
リ
の
眼
が
語
り
ま
す

手
相
に
は
内
緒
に
し
て
る
こ
と
が
あ
る

分
相
応
な
ん
ぞ
い
な
し
て
下
手
投
げ

ま
た
負
け
て
相
も
変
ら
ぬ
ヘ
ソ
の
胡
麻

ね
じ
穴
に
相
応
し
い
ム
ン
ク
の
叫
び

死
に
面
の
百
面
相
の
暇
潰
し

太
平
洋
に
相
槌
打
っ
て
か
ら
沁
み
る

相
棒
か
と
問
わ
れ
て
逃
げ
る
僕
の
影

相
方
と
な
っ
て
丸
ご
と
守
備
範
囲

連
弾
の
相
手
に
ラ
ス
ボ
ス
を
指
名

メ
ッ
キ
剥
ぐ
よ
う
に
相
槌
打
っ
て
い
る

相
席
の
そ
ば
屋
に
マ
グ
リ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー

「
相
違
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
肩
口
の
燻
り

岸
井
ふ
さ
ゑ

小
野
五
郎

笠
嶋
恵
美
子

滋
野
さ
ち

猫
田
千
恵
子

斉
尾
く
に
こ

花
島
照
子

戎　

踊
兵

尾
崎
良
仁

大
阪
府

青
森
県

大
阪
府

青
森
県

愛
知
県

鳥
取
県

神
奈
川
県

青
森
県

千
葉
県

金
継
ぎ
し
て
ざ
わ
め
く
老
い
の
相
聞
歌

地
獄
変
相
す
み
っ
こ
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

相
生
の
松
に
も
表
札
が
２
枚

半
生
は
勝
ち
っ
放
し
の
泣
き
相
撲

相
対
性
理
論
が
か
っ
た
赤
い
糸

場
合
に
よ
ら
ず
相
変
わ
ら
ず
の
氷
魚
一
尾

声
の
相
手
に
青
蔦
を
か
さ
ね
や
む

人
相
の
余
計
な
こ
と
を
言
う
ホ
ク
ロ

さ
あ
音
符
相
談
せ
ず
に
跳
ね
て
み
て 

【
秀
逸
】

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

応
相
談
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
打
ち
明
け
る

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

【
特
選
】

勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

木
下
香
苗

宮
井
い
ず
み

川
田
由
紀
子

徳
長　

怜

吉
見
恵
子

佐
藤
春
子

滋
賀
県

大
阪
府

大
阪
府

徳
島
県

青
森
県

秋
田
県

芝し
ば
お
か岡

か
ん
え
も
ん 

選

神
奈
川
県
・
第
29
回 

杉
野
十
佐
一
賞
受
賞
者

【
選
評
】

〈
秀
5
〉
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

　
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
の
こ
ぼ
れ
と
寝
相
の
見
事
な

マ
ッ
チ
ン
グ
。
そ
し
て
自
分
の
寝
相
を
思
い
か
え

し
て
み
れ
ば
、
思
わ
ず
納
得
し
て
し
ま
っ
た
。

〈
秀
4
〉
相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

　
玉
蜀
黍
の
ひ
げ
は
女
性
そ
の
も
の
。
ヒ
ゲ
は
の

び
て
い
き
オ
シ
ベ
か
ら
花
粉
を
受
け
て
受
精
す
る

と
の
こ
と
。
相
談
は
そ
の
う
ち
変
な
方
向
に
な
り

が
ち
。
狙
っ
て
い
る
の
か
狙
わ
れ
て
い
る
の
か
。

玉
蜀
黍
の
ひ
げ
に
や
ら
れ
た
。

〈
秀
3
〉
応
相
談
メ
タ
セ
コ
イ
ア
に
打
ち
明
け
る

　
生
き
て
い
る
化
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
メ
タ
セ
コ

イ
ア
。
長
く
生
き
て
大
き
な
木
は
、
悩
み
を
何
で

も
聴
い
て
く
れ
そ
う
。
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
見
つ
け

た
と
こ
ろ
に
拍
手
。

〈
秀
2
〉
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

　
心
臓
と
寝
相
の
組
み
合
わ
せ
。
し
か
も
ホ
ル
マ

リ
ン
漬
け
。
こ
の
発
想
は
途
方
も
な
く
笑
え
る
。

あ
り
え
な
い
話
し
だ
が
…
絵
が
浮
か
ん
で
し
ま
っ

た
。
頭
の
柔
ら
か
さ
に
脱
帽
。

〈
秀
1
〉
百
面
相
で
一
本
橋
を
渡
り
切
る

　
渡
り
切
る
が
心
に
刺
さ
っ
た
。
そ
う
だ
よ
ね
、

百
面
相
じ
ゃ
な
き
ゃ
世
の
中
渡
り
き
れ
ま
せ
ん
。

溌
剌
と
し
た
決
意
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。

〈
特
選
〉
勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

　
口
語
体
の
句
は
わ
た
し
の
好
み
。
浅
そ
う
で
、

も
し
か
し
た
ら
深
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
所
が
好

き
だ
。
こ
の
句
の
、
ホ
タ
ル
を
勝
て
な
い
相
手
と

し
た
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
。
ホ
タ
ル
は
自
力
で
発

光
す
る
生
き
物
。
弱
々
し
い
光
だ
が
ニ
ン
ゲ
ン
を

癒
し
て
く
れ
る
。
も
し
そ
ん
な
人
が
い
た
ら
、
受

け
入
れ
て
し
ま
い
そ
う
。
で
も
決
し
て
愛
し
て
は

い
け
な
い
。作
者
の
悶
々
と
し
た
心
模
様
が
伝
わ
る
。
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第
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回
杉
野
十
佐
一
賞

選

者

別

結

果

Ｓし

ん
ｉ
ｎ 

選

青
森
県
・
お
か
じ
ょ
う
き
川
柳
社

浅
井
ゆ
ず

須
藤
し
ん
の
す
け

小
野
善
江

鈴
木　

雀

川
西
則
子

木
下
香
苗

笹
田
か
な
え

佐
藤
春
子

竹
尾
佳
代
子

赤
石
ゆ
う

川
田
由
紀
子

宮
井
い
ず
み

赤
石
ゆ
う

小
林
康
浩

八
上
桐
子

雨
月
茄
子
春

小
原
由
佳

大
阪
府

青
森
県

高
知
県

埼
玉
県

兵
庫
県

滋
賀
県

青
森
県

秋
田
県

三
重
県

秋
田
県

大
阪
府

大
阪
府

秋
田
県

大
阪
府

兵
庫
県

宮
崎
県

大
阪
府

【
佳
作
】

骨
相
が
い
い
か
ら
決
め
ま
し
た
だ
な
ん
て

ス
ナ
ッ
ク
に
首
相
候
補
が
多
過
ぎ
る

半
個
体
だ
よ
ね
ゼ
リ
ー
も
宰
相
も

仕
方
な
く
イ
ヤ
ホ
ン
を
分
け
合
う
白
衣

あ
み
だ
籤
え
え
加
減
さ
の
相
関
図

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な

ミ
ョ
ウ
ガ
で
も
シ
ョ
ウ
ガ
で
も
な
い
相
手
役

境
内
の
あ
・
う
ん
の
う
ん
が
炎
上
中

真
相
を
樹
海
付
近
で
知
ら
さ
れ
る

相
席
の
雪
と
ふ
る
さ
と
の
は
な
し

相
席
の
金
剛
力
士
よ
く
笑
う

相
談
と
い
う
よ
り
玉
蜀
黍
の
ひ
げ

つ
る
バ
ラ
が
か
ら
む
結
婚
相
談
所

人
相
は
う
な
ぎ
の
上
に
似
て
ま
し
た

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
に
な
ん
て
相
応
し
い
く
ち
び
る

相
貌
は
歴
史
教
科
書
に
よ
く
溶
け
る

手
相
か
ら
は
み
出
た
線
を
譲
り
た
い

雨
森
茂
喜

守
田
啓
子

兵
頭
全
郎

小
野
善
江

髙
瀨
霜
石

鈴
木　

雀

徳
長　

怜

佐
藤
春
子

井
上
健
蔵

藤
田
め
ぐ
み

熊
谷
冬
鼓

い
わ
さ
き
楊
子

西
脇
祥
貴

嵯
峨
山
登

竹
尾
佳
代
子

戎　

踊
兵

金
瀬
達
雄

も
り
と
も
み
ち

大
阪
府

青
森
県

大
阪
府

高
知
県

青
森
県

埼
玉
県

徳
島
県

秋
田
県

青
森
県

埼
玉
県

青
森
県

熊
本
県

三
重
県

佐
賀
県

三
重
県

青
森
県

富
山
県

福
岡
県

ド
ア
ノ
ブ
の
話
し
相
手
に
な
り
す
ま
す

相
似
形
の
よ
う
な
迷
い
の
よ
う
な　

ま
る

—
 —
 —

・
・
・—

　

そ
こ
に
嘘
が
あ
る

モ
ザ
イ
ク
の
友
人
K
と
相
席
に

ガ
ラ
ガ
ラ
ポ
ン
た
ち
と
相
合
い
傘
で
行
く

ふ
た
つ
あ
る
ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
の
帰
る
家

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
心
臓
に
も
寝
相

勝
て
な
い
わ
相
手
は
ホ
タ
ル
な
ん
だ
も
の

相
槌
の
や
た
ら
上
手
な
窓
の
月

骨
格
を
あ
わ
せ
て
む
ら
さ
き
の
絵
の
具

蟀
谷
に
貼
り
つ
い
て
い
る
相
が
あ
る

生
者
死
者
相
入
れ
替
る
西
日
暮
里

死
に
面
の
百
面
相
の
暇
潰
し

ト
ポ
ロ
ジ
ー
的
に
人
間
で
す
ぼ
く
も

鷲
掴
み
す
る
と
手
相
が
邪
魔
を
す
る

デ
モ
を
す
る
相
性
が
い
い
蟻
の
尻

核
心
は
東
照
宮
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

家
中
を
軋
ま
せ
知
ら
す
ロ
グ
ア
ウ
ト

筏
井
加
代
子

戎　

踊
兵

飯
島
章
友

四
ツ
屋
い
ず
み

徳
長　

怜

暮
田
真
名

も
り
と
も
み
ち

妹
尾　

凛

須
藤
し
ん
の
す
け

兵
庫
県

青
森
県

東
京
都

北
海
道

徳
島
県

東
京
都

福
岡
県

秋
田
県

青
森
県

ね
じ
穴
に
相
応
し
い
ム
ン
ク
の
叫
び

人
相
の
余
計
な
こ
と
を
言
う
ホ
ク
ロ

さ
迷
っ
て
ア
リ
ス
は
相
撲
部
屋
に
い
る

諦
念
と
や
ら
を
相
模
湖
に
浸
そ
う

青
満
た
し
あ
っ
て
ボ
ク
ら
は
相
似
形

相
手
か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
う
積
雪
す

両
端
の
哀
が
等
し
い
か
ら
相
似

手
相
に
は
雨
の
匂
い
の
線
を
引
く

こ
の
秋
に
可
愛
い
手
相
始
め
ま
す

【
秀
逸
】

昨
日
ま
で
相
性
良
か
っ
た
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン

ゴ
ミ
箱
も
花
も
な
か
っ
た
相
談
室

ハ
ト
の
い
る
景
色
に
埋
め
て
み
る
手
相

手
相
に
は
内
緒
に
し
て
る
こ
と
が
あ
る

色
相
環   

黄
色
に
す
わ
る
人
の
負
け

【
特
選
】

森
で
す
か
い
い
え
相
席
な
ん
で
す
よ

一

帆

浅
井
ゆ
ず

米
山
明
日
歌

原
口
健
二

桜
庭
紀
子

た
け
う
ち
さ
な

秋
田
県

大
阪
府

静
岡
県

青
森
県

和
歌
山
県

大
阪
府

【
選
評
】

　
　
特
選　
森
で
す
か
い
い
え
相
席
な
ん
で
す
よ

　

私
は
普
段
か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
を
し
っ
か
り
と

し
、
車
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
乗
り
、
買
い
物
へ

は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
く
。
環
境
へ
の
配
慮

は
し
て
い
る
ほ
う
だ
と
自
負
し
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
特
選
句
を
読
み
通
り
過
ぎ
た
瞬
間
、
自
分
の

中
に
あ
る
違
和
感
で
目
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
（
森
が
相
席
だ
と
？
）

　

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
至
極
真
っ
当
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。
森
は
人
間
の
所
有
物
で
は
な
い
。

た
だ
、ど
こ
か
で
私
は
無
意
識
に
（
相
席
は
嫌
だ
）

と
思
っ
て
い
る
。
作
者
の
意
図
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
最
後
の
「
な
ん
で
す
よ
」
と
不
快
感

を
露
わ
に
す
る
と
こ
ろ
が
人
間
の
傲
慢
さ
、
身
勝

手
さ
を
提
示
し
、
上
五
の
問
い
と
答
え
を
敢
え
て

噛
み
合
わ
な
い
組
み
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
人
間
の
自
分
勝
手
さ
に
ブ
ー
ス
ト
を
か
け
て

い
る
。
石
川
啄
木
の
短
歌
「
人
と
言
う
人
の
心
に

一
人
ず
つ
囚
人
が
い
て
嘆
く
悲
し
さ
」の
よ
う
に
、

作
者
の
「
囚
人
」
部
分
と
、
私
の
「
囚
人
」
部
分

が
共
鳴
し
た
作
品
だ
っ
た
。

　
　
秀
逸
1　
色
相
環   

黄
色
に
す
わ
る
人
の
負
け

　

色
相
環
を
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
見
立

て
、
黄
色
の
部
分
に
座
っ
た
人
が
負
け
と
い
う
。

ま
る
で
、「
カ
イ
ジ
」
や
「
イ
カ
ゲ
ー
ム
」
の
よ

う
な
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
主
催
者
は
「
黄
色
」
に
座
る

人
が
負
け
る
と
い
う
設
定
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
、

主
催
者
は
「
黄
色
」
を
負
け
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

あ
ら
ゆ
る
色
が
あ
る
色
相
環
で
「
黄
色
」
に
座
る

よ
う
な
陽
キ
ャ
を
心
か
ら
憎
ん
で
い
る
と
か
、「
黄

色
」
の
色
が
表
す
「
幸
福
」
な
よ
う
な
も
の
を
憎

ん
で
い
る
の
か
。
主
人
公
に
な
っ
た
と
し
て
、
自

分
な
ら
ど
の
色
に
座
る
だ
ろ
う
か
。
頭
の
中
で
架

空
の
物
語
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
。出
来
れ
ば
、

攻
略
法
を
見
つ
け
出
し
た
い
。

　
（
全
文
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）
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【
北
海
道
④
】

宇
佐
美
愼
一

落
合
魯
忠

浪
越
靖
政

四
ツ
屋
い
ず
み

【
青
森
県
㉚
】

石
澤
は
る
子

井
上
健
蔵

戎　

踊
兵

小
野
五
郎

川
嶋　

翔

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

工
藤
麦
の
芽

熊
谷
冬
鼓

坂
本
清
乃

笹
田
か
な
え

笹
田
隆
志

佐
藤
雅
秀

須
藤
し
ん
の
す
け

大
黒
谷
サ
チ
エ

髙
瀨
霜
石

夏
草
ふ
ぶ
き

に
じ
の
真
美

原
口
健
二

舟
木
小
柳

ま

き

こ

ま
み
ど
り

三
浦
蒼
鬼

村
上
あ
つ
こ

守
田
啓
子

葉　

閑
女

𠮷
田
州
花

吉
見
恵
子

渡
邊
こ
あ
き

高
木
ま
あ
こ

滋
野
さ
ち

【
宮
城
県
①
】

小
松
憲
一

【
秋
田
県
⑥
】

赤
石
ゆ
う

一

帆

佐
藤
春
子

佐
渡
真
紀
子

妹
尾　

凛

斎
藤
泰
子

【
茨
城
県
②
】

大
月
陽
星

水
城
鉄
茶

【
埼
玉
県
⑤
】

佐
野　

純

鈴
木　

雀

野
邊
富
優
葉

藤
田
め
ぐ
み

山
田
こ
い
し

【
千
葉
県
②
】

尾
崎
良
仁

亥

の

一

【
東
京
都
⑤
】

飯
島
章
友

小
沢　

史

暮
田
真
名

澤
井
和
水

は
る
の
あ
き
こ

【
神
奈
川
県
⑥
】

あ
め
の
ち
あ
さ
ひ

小
野
寺
里
穂

芝
岡
か
ん
え
も
ん

下
村　

修

花
島
照
子

相
原
あ
や
め

【
新
潟
県
①
】

谷
沢
け
い
子

【
富
山
県
①
】

金
瀬
達
雄

【
長
野
県
①
】

西
沢
葉
火

【
岐
阜
県
①
】

早
川
柚
香

【
静
岡
県
③
】

中
前
棋
人

米
山
明
日
歌

由

利

子

【
愛
知
県
⑦
】

青
砥
和
子

黒
川
利
一

猫
田
千
恵
子

安
井
紀
代
子

和
田
晴
美

安
藤
な
み

松
長
一
歩

【
三
重
県
③
】

奥
田
悦
生

竹
尾
佳
代
子

西
脇
祥
貴

【
滋
賀
県
④
】

北
村
幸
子

木
下
香
苗

重
森
恒
雄

中
島
順
子

【
京
都
府
④
】

江
口
ち
か
る

蟹
口
和
枝

西
山
竹
里

山
本
知
佳
子

【
大
阪
府
⑭
】

浅
井
ゆ
ず

雨
森
茂
喜

小
川
佳
恵

小
原
由
佳

川
田
由
紀
子

岸
井
ふ
さ
ゑ

小
林
康
浩

髙
杉　

力

た
け
う
ち
さ
な

兵
頭
全
郎

ま
つ
り
ぺ
き
ん

峯
島　

妙

宮
井
い
ず
み

笠
嶋
恵
美
子

【
兵
庫
県
⑤
】

筏
井
加
代
子

川
西
則
子

ｎ

ｅ

ｓ

八
上
桐
子

大
山
あ
り
る

【
奈
良
県
③
】

中
村
せ
つ
こ

ひ
と
り
静

柳
本
惠
子

【
和
歌
山
県
①
】

桜
庭
紀
子

【
鳥
取
県
①
】

斉
尾
く
に
こ

【
岡
山
県
②
】

八
木
五
十
八

藤
井
智
史

【
徳
島
県
①
】

徳
長　

怜

【
高
知
県
①
】

小
野
善
江

【
福
岡
県
③
】

城
後
朱
美

真
羽
貴
子

も
り
と
も
み
ち

【
佐
賀
県
②
】

嵯
峨
山
登

も
り
の
こ
の
み

【
熊
本
県
①
】

い
わ
さ
き
楊
子

【
宮
崎
県
②
】

雨
月
茄
子
春

て
つ
ろ
う
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
川
柳
忘
年
会
で
、「
川
柳
人
狼
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
を

や
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
「
む
さ
し
風
」
の
句
を
１
句
ず
つ
作
っ
て
も
ら
い
、

わ
た
し
も
1
句
作
り
、
そ
の
全
作
品
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書

き
出
し
、
中
か
ら
わ
た
し
の
句
を
探
そ
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
、

な
か
な
か
愉
快
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
カ
ン
テ
ラ
に
明
か
り
を
点
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
群

人
も
熊
も
採
っ
て
く
れ
な
い
柿
撓
わ	

坂
本
清
乃

の
み
こ
ん
だ
言
い
訳
を
吐
く
秋
の
空	

村
上
て
る

ぼ
ん
や
り
と
鷺
が
見
て
い
る
鴨
の
群
れ	

安
藤
な
み

コ
ピ
ペ
が
出
来
な
い
友
達
ラ
ン
ク
表	

一　
帆

歯
ブ
ラ
シ
の
横
に
置
い
て
る
自
己
暗
示	

亥
の
一

ア
ジ
サ
イ
の
最
後
の
赤
が
滲
む
雪		



戎　
踊
兵

言
っ
た
も
ん
勝
ち
だ
と
群
れ
る
寒
す
ず
め	

熊
谷
冬
鼓

海
鳴
り
の
数
だ
け
口
説
か
れ
る
予
感	

須
藤
し
ん
の
す
け

イ
マ
ジ
ン
の
真
ん
中
へ
ん
に
作
る
首
都	

瀧
尻
善
英

ド
か
ら
ド
へ
景
色
変
わ
る
か
飛
ん
で
み
る	

辻
井
洋
子

 
無
人
駅
抄

カ
ン
テ
ラ	

	
	

	
	

む
さ
し

乾
燥
パ
セ
リ
の
言
い
分
も
聞
い
て
み
る	

土
田
雅
子

こ
す
る
か
ら
丸
の
ま
ん
ま
で
い
ら
れ
な
い	

夏
草
ふ
ぶ
き

ど
こ
ま
で
も
ふ
ん
ば
る
よ
こ
し
ま
な
カ
ラ
ス	

鳴
海
賢
治

少
し
ず
つ
壊
れ
て
も
ま
だ
活
断
層		



三
浦
蒼
鬼

　

三
浦
蒼
鬼
さ
ん
は
、「
活
断
層
」だ
っ
た
の
で
す
か
。「
活
断
層
」

は
『「
断
層
」
の
う
ち
、
最
近
の
地
質
時
代
（
特
に
数
十
万
年

前
以
降
）
に
繰
り
返
し
活
動
し
、
将
来
も
活
動
す
る
と
推
定
さ

れ
る
断
層
の
こ
と
を
い
う
。』
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
あ
り
ま

す
。
日
本
に
は
お
よ
そ
２
０
０
０
箇
所
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
中

で
、
玄
界
灘
か
ら
筑
紫
野
市
ま
で
伸
び
る
「
警
固
断
層
」
と
い

う
の
が
日
本
一
危
険
な
断
層
だ
そ
う
で
す
。
三
浦
断
層
は
、
ど

れ
く
ら
い
危
険
な
の
か
な
…
。

Ｂ
群

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
的
な
関
係
な
の	

田
中　
薫

問
い
詰
め
て
み
た
ら
マ
ロ
ニ
エ
だ
っ
た
の
よ	

葉　
閑
女

半
世
紀
こ
と
ば
の
海
の
人
魚
だ
っ
た
わ	

𠮷
田
州
花

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
上
り
つ
め
れ
ば
星
の
駅	

吉
見
恵
子

独
り
酒
芒
の
陰
に
月
が
出
る		



奥
田
悦
生

不
意
に
ふ
り
む
か
れ
浮
足
立
つ
昨
日	
き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

な
る
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
ま
じ
な
い	
ま
み
ど
り

わ
た
く
し
の
肩
甲
骨
を
知
り
ま
せ
ん
か	

守
田
啓
子

沈
黙
の
雪
に
吐
息
を
か
け
て
み
る		



柳
本
惠
子

岬
ま
で
何
を
忘
れ
に
来
た
の
だ
ろ		



米
山
明
日
歌

　

米
山
明
日
歌
さ
ん
、「
岬
」
っ
て
『
み
さ
き
【
岬
・
崎
】（
ミ

は
接
頭
辞
）海
ま
た
は
湖
に
突
き
出
し
た
陸
地
の
は
し
。さ
き
。』

（
広
辞
苑
第
七
版
）
で
す
よ
ね
。
広
辞
苑
を
引
く
ま
で
「
岬
」

は
海
に
あ
る
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
句
の「
岬
」

は
海
か
な
？
湖
か
な
？
十
和
田
湖
に
は
「
岬
」
が
あ
り
そ
う
で

す
が
、
調
べ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
句
の
「
岬
」
は
十
和
田
湖
で
は
な
い
。
十
和
田
湖
っ
て
半
島

が
２
つ
も
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
（
汗
汗
）。
に
し
て
も
、「
岬
」
が

何
か
を
忘
れ
に
行
く
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
発
見
で
す
ね
。

Ｃ
群

い
ま
風
に
な
っ
て
る　
触
っ
て
触
っ
て	

尾
崎
良
仁
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漏
斗
状
荒
野
か
ら
抜
け
な
い
左
足		



小
野
五
郎

妄
想
の
自
由
に
隠
れ
棲
ん
で
い
る		



芝
岡
か
ん
え
も
ん

が
し
ゃ
が
し
ゃ
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
化
す
る
左
脳	

峯
島　
妙

　

尾
崎
良
仁
さ
ん
、
蟹
田
町
（
現
外
ヶ
浜
町
）
と
い
う
、
お
か

じ
ょ
う
き
川
柳
社
が
誕
生
し
た
町
で
「
風
」
の
川
柳
を
全
国
か

ら
募
集
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
10
年

く
ら
い
や
っ
た
の
か
な
？
多
い
年
だ
と
１
万
句
以
上
集
ま
っ
た

り
し
た
の
で
す
が
、
尾
崎
さ
ん
の
こ
の
句
の
よ
う
な
作
品
は
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
句
、
そ
の
時
応
募
し
て
い
れ
ば

句
碑
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）

　

小
野
五
郎
さ
ん
、「
漏
斗
状
荒
野
」
っ
て
何
で
す
か
？
「
漏

斗
」
は
、「
ろ
う
と
」
と
も
「
じ
ょ
う
ご
」
と
も
読
む
の
で
す
が
、

こ
の
句
の
場
合
ど
っ
ち
な
ん
だ
ろ
。「
漏じ
ょ
う
ご斗
」
を
広
辞
苑
で
調

べ
る
と
、
最
初
に
「
上じ
ょ
う
ご戸
の
意
で
、
酒
を
吸
い
込
む
か
ら
と
い

う
」
と
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。「
漏
斗
状
荒
野
」
は
、
も
し
か

し
た
ら
そ
っ
ち
系
の
造
語
か
な
？
そ
う
や
っ
て
読
む
と
こ
の
句

は
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
違
う
か
も
。

　

芝
岡
か
ん
え
も
ん
さ
ん
、「
妄
想
の
自
由
」
っ
て
い
い
フ
レ
ー

ズ
で
す
ね
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
グ
ー
グ
ル
検
索

し
た
ら
「
妄
想
の
自
由
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
」
な
ん
て

あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
っ
て
、
ホ
ン
ト
で
す
か
ね
。
に
し
て
も
い

い
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
で
す
ね
。
か
ん
え
も
ん
さ
ん
っ
て
「
妄

想
国
大
統
領
」
と
い
う
肩
書
き
の
名
詞
を
持
っ
て
い
そ
う
で
す

ね
。
因
み
に
言
う
と
、
わ
た
し
は
「
素
老
人
」
と
い
う
肩
書
き

の
名
詞
を
持
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

　

峯
島
妙
さ
ん
、「
左
脳
」
っ
て
『
さ
‐
の
う
【
左
脳
】
大
脳

の
左
半
分
。
言
語
的
・
分
析
的
・
逐
次
的
情
報
処
理
に
関
わ
る

と
さ
れ
る
。』（
広
辞
苑
第
七
版
）
で
す
よ
ね
。
因
み
に
反
対
側

の
「
右
脳
」
を
調
べ
た
ら
『
う
‐
の
う
【
右
脳
】
大
脳
の
右
半

分
。
空
間
的
・
音
楽
的
認
知
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
。』
と
あ
り

ま
し
た
。「
左
脳
」
が
「
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
化
」
す
る
と
ど
う
な

る
ん
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
凄
い
句
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
ど
う
す
れ
ば
「
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
化
」
で
き
る
の
か
な
…
。

★
無
人
駅
12
月
月
間
賞

音
の
絵
の
中
で
息
切
れ
し
て
し
ま
う

葉  

閑
女

お
か
じ
ょ
う
き
川
柳
社
会
員
雑
詠
集

お
か
じ
ょ
う
き
川
柳
社
会
員
雑
詠
集

無
人
駅

無
人
駅
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奥
田　

悦
生
【
お
く
だ
え
つ
お
・
三
重
県
伊
勢
市
】

六
十
兆
の
細
胞
達
に
生
か
さ
れ
る

肋
骨
の
あ
い
だ
に
君
が
入
り
込
む

独
り
酒
芒
の
陰
に
月
が
出
る

寂
寞
の
な
か
に
ポ
ツ
ン
と
夕
間
暮
れ

内
蔵
の
欠
片
見
つ
け
る
内
視
鏡

尾
崎
良
仁
【
お
ざ
き
り
ょ
う
じ
ん
・
千
葉
県
船
橋
市
】

い
ま
風
に
な
っ
て
る　

触
っ
て
触
っ
て

絡
め
た
舌
を
噛
み
切
れ
る
か
ど
う
か
だ

革
命
の
度
に
お
ね
し
ょ
を
し
て
し
ま
う

伸
び
し
ろ
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
床
屋
さ
ん

僕
た
ち
の
交
尾
と
ん
ぼ
が
見
て
い
る
よ

亥
の
一
【
い
の
い
ち
・
青
森
県
青
森
市
】

梟
の
鳴
か
な
い
夜
更
け
飴
を
噛
む

イ
チ
オ
シ
の
ラ
ン
チ
い
つ
の
間
に
外
米
に

歯
ブ
ラ
シ
の
横
に
置
い
て
る
自
己
暗
示

絹
ご
し
の
角
を
崩
さ
ず
反
原
発

バ
ケ
ッ
ト
も
ス
ル
メ
も
亡
夫
の
ま
ま
の
味

戎  

踊
兵
【
え
び
す
よ
う
へ
い
・
青
森
県
外
ヶ
浜
町
】

陽
が
昇
る
後
ろ
め
た
さ
に
架
か
る
虹

千
切
れ
雲
集
ま
っ
て
来
る
朝
ぼ
ら
け

土
地
勘
は
無
い
さ
海
辺
の
親
子
熊

ひ
こ
ば
え
が
枯
れ
て
や
っ
ぱ
り
冬
が
来
る

ア
ジ
サ
イ
の
最
後
の
赤
が
滲
む
雪

拾
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
ま
た
拾
う　
　
ま
き
こ

例
の
ハ
ン
カ
チ  

美
人
の
下
着  

一
万
円
札
、
あ
あ
～
尊
厳
が

熊
谷
冬
鼓
【
く
ま
が
い
と
う
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

真
夜
中
の
泡
立
つ
電
話
冬
の
雷

呆
気
な
い
っ
て
こ
っ
ち
で
言
っ
て
る
だ
け
だ
か
ら

又
聞
き
の
又
聞
き 

始
ま
り
は
シ
ル
ク

寄
り
か
か
る 

ゆ
る
ゆ
る
捻
子
の
椅
子
だ
け
ど

言
っ
た
も
ん
勝
ち
だ
と
群
れ
る
寒
す
ず
め

渡
さ
れ
た
石
捨
て
よ
う
か
磨
こ
う
か　
　
斎
藤
泰
子

先
ず
は
磨
く
か
な
？
き
っ
と
捨
て
ら
れ
な
い
か
ら
。

小
松
憲
一
【
こ
ま
つ
け
ん
い
ち
・
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
】

何
処
へ
棲
む
賽
を
振
る
ほ
ど
あ
る
古
家

転
居
先
皮
膚
科
と
歯
医
者
決
め
手
で
す

い
ち
ま
い
の
み
ら
い
愉
し
む
日
捲
り
と

き
こ
え
な
い
し
あ
わ
せ
も
あ
る
こ
の
御
時
世

し
あ
わ
せ
な
老
衰
呆
け
を
疑
わ
ず

ビ
ニ
ー
ル
で
二
重
に
包
ん
で
捨
て
た
過
去　
　
亥
の
一

燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
で
す
か
。
私
オ
ギ
ャ
ー
か
ら
延
々
と
生
き
恥
引

き
摺
っ
て
曝
し
て
る
の
に
。

小
野
五
郎
【
お
の
ご
ろ
う
・
青
森
県
青
森
市
】

夜
の
森
彷
徨
っ
て
い
る
鳩
時
計

漏
斗
状
荒
野
か
ら
抜
け
な
い
左
足

一
晩
中
の
し
か
か
っ
て
る
グ
ノ
シ
ェ
ン
ヌ

鎖
骨
か
ら
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
が
落
ち
て
く
る

箱
詰
め
の
白
夜
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾
【
き
さ
ら
ぎ
あ
く
あ
・
青
森
県
弘
前
市
】

昨
日
だ
か
ら
っ
て
バ
タ
ン
と
閉
じ
な
い
で

不
意
に
ふ
り
む
か
れ
浮
足
立
つ
昨
日

欠
け
落
ち
た
方
の
月
か
ら  

沸
沸
沸

ウ
ザ
が
ら
れ
る
卵
の
殻
だ
っ
た
欠
片

埃
か
ぶ
っ
て
黄
昏
れ
て
る
さ
死
語
だ
も
の

ソ
プ
ラ
ノ
で
聴
か
せ
て
あ
げ
る
負
け
惜
し
み　
　
ま
み
ど
り

つ
い
力
ん
じ
ゃ
う
か
ら
言
葉
も
シ
ャ
ー
プ
し
ち
ゃ
っ
て
、
で
負
け

惜
し
み
だ
と
バ
レ
バ
レ
（
笑
）
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嵯
峨
山
登
【
さ
が
や
ま
と
・
佐
賀
県
大
和
町
】

裏
庭
に
ご
苦
労
さ
ま
と
埋
め
た
靴

葛
藤
の
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ジ
ャ
ン
に
挿
す
栞

心
臓
の
鼓
動
父
の
星
の
鼓
動

し
ん
し
ん
と
声
な
き
声
の
つ
も
る
果
て

あ
し
あ
と
を
の
こ
す
か
た
つ
む
り
の
よ
う
に

本
当
を
簀
巻
き
に
嘘
を
遠
巻
き
に　
　
峯
島　
妙

諧
謔
に
満
ち
た
対
句
だ
と
思
い
ま
し
た
。

笹
田
隆
志
【
さ
さ
だ
た
か
し
・
青
森
県
青
森
市
】

原
発
は
停
め
ま
せ
ん
よ
事
故
起
こ
す
ま
で

信
じ
な
さ
い
あ
な
た
の
妻
の
世
迷
言

半
分
は
死
し
ん
で
い
ま
す
が
ほ
か
は
元
気
で
す

サ
ク
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
い
ま
だ
ヘ
ル
ペ
ス
親
子
丼

情
け
な
い
男
だ
蜂
に
刺
さ
れ
て
泣
く
な
ん
て

旨
味
出
汁
ワ
タ
シ
を
ほ
ん
の
少
し
ど
う
ぞ　
　
田
中　
薫

い
つ
も
旨
味
出
汁
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

斎
藤
泰
子
【
さ
い
と
う
た
い
こ
・
秋
田
県
大
館
市
】

夢
な
ん
か
持
っ
て
し
ま
っ
た
生
命
線

溜
息
を
つ
く
の
は
秋
の
こ
の
あ
た
り

人
込
み
の
ひ
と
り
と
し
て
の
息
を
継
ぐ

平
凡
な
生
い
立
ち
な
り
の
秋
日
和

し
ず
し
ず
と
薄
暮
に
消
え
て
ゆ
く
つ
も
り

凸
凹
の
無
い
列
な
ん
て　
あ
あ
し
ん
ど　
　
高
木
ま
あ
こ

凸
に
な
ら
っ
て
爪
先
立
ち
し
て
る
の
は
無
理
！
し
ん
ど
過
ぎ
ま
す
。

坂
本
清
乃
【
さ
か
も
と
き
よ
の
・
青
森
県
蓬
田
村
】

洗
濯
機
回
し
て
か
ら
の
焼
き
魚

不
器
用
だ
が
負
け
て
い
ら
れ
ぬ
牛
蒡
引
く

取
り
止
め
は
ボ
タ
ン
一
個
の
せ
い
に
す
る

人
も
熊
も
採
っ
て
く
れ
な
い
柿
撓
わ

鍋
の
焦
げ
く
し
ゃ
み
三
回
金
束
子

Ｓ
ｉ
ｎ
【
し
ん
・
青
森
県
外
ヶ
浜
町
】

雨　

り
ら
ら　

さ
っ
き
塗
り
つ
ぶ
し
た
は
ず
の

さ
さ
く
れ
は
「
正
義
」
の
フ
ォ
ル
ダ
に
振
り
分
け
る

た
め
ら
い
の
余
震
で
出
し
た
舌
の
こ
と

爆
弾
に
お
困
り
の
そ
こ
の
あ
な
た

ア
ケ
マ
シ
テ
ボ
ク
ラ
ハ
ミ
ン
ナ
イ
キ
テ
イ
ル

全
身
に
満
月
散
っ
て
眠
れ
な
い	

四
ツ
屋
い
ず
み

大
変
そ
う
で
す
ね
（
笑
）

須
藤
し
ん
の
す
け
【
す
と
う
し
ん
の
す
け
・
青
森
県
弘
前
市
】

海
馬
か
ら
直
接
届
くLIN

E

ス
タ
ン
プ

三
日
月
の
骨
は
き
れ
い
に
取
っ
て
お
く

最
高
の
ラ
ト
ス
を
準
備
い
た
し
ま
す

海
鳴
り
の
数
だ
け
口
説
か
れ
る
予
感

そ
う
言
わ
れ
て
も
明
日
は
キ
ャ
バ
ク
ラ
定
休
日

追
悼
の
酒
に
砂
糖
を
入
れ
て
い
る　
　
安
藤
な
み

酒
飲
み
だ
か
ら
甘
い
物
苦
手
っ
て
人
い
る
け
ど
、
酒
飲
み
に
も
甘
党
は
い

る
。
自
分
の
言
動
に
酔
っ
て
る
だ
け
で
、死
ん
で
も
甘
党
は
甘
党
な
の
だ
。

芝
岡
か
ん
え
も
ん
【
し
ば
お
か
か
ん
え
も
ん
・
神
奈
川
県
横
浜
市
】

折
り
鶴
は
心
の
瓦
礫　

見
て
は
泣
き

一
心
を
賭
す　

渋
い
オ
ン
ナ
を
甘
く
す
る

昔
々
に
青
筋
た
て
た
昭
和
な
り

妄
想
の
自
由
に
隠
れ
棲
ん
で
い
る

降
参
の
僕
の
ゴ
ジ
ラ
が
泣
き
止
ま
ぬ

句
が
浮
か
ぶ
幽
体
離
脱
す
る
よ
う
に　
　
村
井
規
子

幽
体
離
脱
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。

城
後
朱
美
【
じ
ょ
う
ご
あ
け
み
・
福
岡
県
八
女
市
】

施
設
入
所
決
ま
っ
て
か
ら
の
姑
の
こ
と

一
人
暮
ら
し
卒
寿
の
母
を
リ
ス
ペ
ク
ト

置
き
去
り
に
し
て
き
た
姑
に
詫
び
て
い
る

姑
の
世
話
し
て
き
た
妹
に
感
謝

今
姑
に
私
が
で
き
る
こ
と
を
す
る

テ
キ
ト
ー
で
下
品
で
困
っ
た
ひ
と
が
好
き　
　
須
藤
し
ん
の
す
け

ほ
お
っ
て
お
け
な
い
タ
イ
プ
で
す
ね



先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

33　会員雑詠集「無人駅」 会員雑詠集「無人駅」　32

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

辻
井
洋
子
【
つ
じ
い
よ
う
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

ド
か
ら
ド
へ
景
色
変
わ
る
か
飛
ん
で
み
る

わ
た
し
の
芯
出
て
行
っ
た
き
り
戻
ら
な
い

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン 

開
脚
前
転
で
き
た
頃

煌
め
い
た
私
を
誰
か
知
ら
な
い
か

笛
吹
く
か
太
鼓
叩
く
か
下
山
す
る

拾
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
ま
た
拾
う　
　
ま
き
こ

爆
発
す
る
か
も
～
。
怖
い
、
怖
い
！

土
田
雅
子
【
つ
ち
だ
ま
さ
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

び
っ
く
り
病
の
家
族
が
二
人
居
る

菜
箸
が
い
い
と
こ
取
り
を
し
て
く
れ
る

断
捨
離
の
捨
て
て
は
拾
う
昭
和
の
子

乾
燥
パ
セ
リ
の
言
い
分
も
聞
い
て
み
る

ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
ド
ラ
マ
だ
っ
た
ね　

月
光

瀧
尻
善
英
【
た
き
じ
り
よ
し
ひ
で
・
青
森
県
八
戸
市
】

コ
ー
ラ
ン
も
聖
書
も
読
ん
で
明
日
の
パ
ン

真
っ
直
ぐ
に
進
む
ば
か
り
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い

床
の
間
に
見
つ
け
た
僕
の
小
宇
宙

イ
マ
ジ
ン
の
真
ん
中
へ
ん
に
作
る
首
都

騙
し
絵
の
中
で 

も
が
い
た
甘
い
蜜

さ
よ
な
ら
は
笑
い
飛
ば
し
て
暮
れ
て
ゆ
く　
　
ま
き
こ

何
で
も
笑
い
飛
ば
し
て
生
き
て
い
け
ば
明
る
く
楽
し
い
人
生
に
な

り
そ
う
…
。

田
中  

薫
【
た
な
か
か
お
る
・
青
森
県
弘
前
市
】

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
的
な
関
係
な
の

日
も
暮
れ
た
理
不
尽
を
削
ぎ
落
と
し
ま
し
ょ

五
十
か
ら
始
ま
る
サ
イ
ン
見
逃
し
て

ヒ
ィ
ナ
ー
レ
が
近
づ
く
頃
ヒ
ト
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

そ
の
と
き
の
あ
の
と
き
の
顔
顔

葬
列
が
海
に
な
る
ま
で
見
届
け
る　
　
守
田
啓
子

お
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
優
し
い
句
で
す
ね
。

ｎ
ｅ
ｓ
【
ね
す
・
兵
庫
県
神
戸
市
】

逢
う
た
び
に
青
い
遺
跡
が
増
え
て
ゆ
く

重
曹
で
洗
う
四
角
い
外
来
語

回
し
が
け
し
て
も
嗤
わ
れ
た
ま
ま
で

だ
ら
し
な
い
鯛
の
刺
身
を
指
名
せ
よ

土
星
の
輪
被
せ
る
足
音
の
ゆ
く
え

ひ
ら
が
な
の
舌
で
丸
め
る
泥
団
子　
　
三
浦
蒼
鬼

泥
団
子
作
り
に
唾
液
を
使
う
と
は
聞
き
ま
す
が
、
こ
う
書
く
と
本
当
に
舌

で
丸
め
て
い
る
み
た
い
。ひ
ら
が
な
の
舌
、が
何
と
言
っ
て
も
面
白
い
で
す
。

舟
木
小
柳
【
ふ
な
き
こ
り
ゅ
う
・
青
森
県
青
森
市
】

早
々
に
免
許
返
納
孫
ほ
め
る

子
の
寝
顔
禁
煙
パ
ッ
チ
よ
り
も
効
く

ク
ラ
ス
会
名
札
を
見
て
も
記
憶
無
し

駅
弁
の
蓋
も
開
け
ぬ
新
幹
線

小
兵
力
士
八
艘
飛
び
で
店
開
き

ヘ
イ
ヘ
イ
ヘ
イ
私
の
後
ろ
つ
い
て
き
て　
　
ま
き
こ

は
い
！
つ
い
て
行
き
ま
す
。

夏
草
ふ
ぶ
き
【
な
つ
く
さ
ふ
ぶ
き
・
青
森
県
青
森
市
】

こ
す
る
か
ら
丸
の
ま
ん
ま
で
い
ら
れ
な
い

だ
れ
か
し
ら
い
る
か
ら
そ
こ
に
い
く
の
で
す

幸
せ
の
ハ
ー
ド
ル
下
げ
て
ケ
ン
ケ
ン
パ

本
籍
の
虫
食
い
穴
か
ら
母
の
声

舌
打
ち
を
す
る
と
削
ら
れ
る
い
の
ち

傷
つ
か
ず
傷
つ
け
も
せ
ず
日
が
暮
れ
る　
　
斎
藤
泰
子

毎
日
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す

鳴
海
賢
治
【
な
る
み
け
ん
じ
・
青
森
県
つ
が
る
市
】

こ
ろ
ん
で
も
お
き
る
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

頂
き
は
ま
だ
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
ま
だ
か

ほ
ほ
た
た
く
枯
木
に
花
を
さ
か
そ
う
か

シ
ャ
ク
ヤ
ク
と
ボ
タ
ン
握
手
を
い
た
し
ま
す

ど
こ
ま
で
も
ふ
ん
ば
る
よ
こ
し
ま
な
カ
ラ
ス

レ
モ
ン
ら
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
ね   

ご
め
ん　
　
き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

何
故
か
、
瞬
発
力
を
感
じ
ま
し
た
。



先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

35　会員雑詠集「無人駅」 会員雑詠集「無人駅」　34

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

三
浦
蒼
鬼
【
み
う
ら
そ
う
き
・
青
森
県
黒
石
市
】

付
加
価
値
の
範
囲
で
鰓
呼
吸
を
す
る

運
命
の
日
へ
少
し
ず
つ
蓋
が 

開
く

限
界
に
挑
戦
を
す
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
ら
青
い
空
に
な
る

少
し
ず
つ
壊
れ
て
も
ま
だ
活
断
層

峯
島  

妙
【
み
ね
し
ま
た
え
・
大
阪
府
大
阪
市
】

好
き
な
こ
と
全
部
盛
り
し
て
ク
リ
ス
マ
ス

栗
最
中
を
二
つ
晴
れ
の
途
中
下
車

が
し
ゃ
が
し
ゃ
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
化
す
る
左
脳

「
好
き
だ
か
ら
」
の
だ
か
ら
っ
て
何
よ　

ず
る
い

い
つ
だ
っ
て
給
水
ポ
イ
ン
ト
は
あ
な
た

正
解
が
動
か
ぬ
よ
う
に
寝
押
し
す
る　
　
辻
井
洋
子

「
寝
押
し
」
が
懐
か
し
く
新
鮮
。
制
服
の
ス
カ
ー
ト
の
思
い
出
で
す
。

ま
き
こ
【
ま
き
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

本
題
は
休
ん
で
い
ま
す
首
洗
う

わ
た
く
し
の
真
ん
中
辺
の
猜
疑
心

保
冷
剤
な
ら
あ
り
ま
す
何
に
使
い
ま
す

増
や
す
な
ら
私
は
居
な
く
な
り
ま
す
よ

保
険
掛
け
ま
す
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
だ
け
で
す
が

ま
み
ど
り
【
ま
み
ど
り
・
青
森
県
黒
石
市
】

遠
回
り
思
い
出
ば
な
し
す
る
た
め
の

あ
の
頃
の
一
途
は
き
っ
と
侵
略
者

戻
れ
な
い
で
こ
ぼ
こ
道
の
真
ん
中
で

ど
な
た
と
も
一
致
の
し
な
い
好
き
嫌
い

な
る
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
ま
じ
な
い

宮
井
い
ず
み
【
み
や
い
い
ず
み
・
大
阪
府
大
阪
市
】

老
人
と
老
猫
が
い
て
今
日
は
晴
れ

足
の
攣
る
朝
は
ち
ぎ
り
絵
羅
生
門

壁
紙
に
な
り
す
ま
す
豚
の
貯
金
箱

だ
が
し
か
し
レ
ト
ロ
が
流
行
る
川
凍
る

ぽ
か
ぽ
か
と
あ
ば
た
蜜
柑
と
老
い
た
猫

ノ
ア
ザ
ミ
の
ノ
が
邪
魔
を
し
て
飛
べ
な
い
の　
　
守
田
啓
子

消
し
ゴ
ム
貸
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う　
　

村
井
規
子
【
む
ら
い
の
り
こ
・
青
森
県
大
鰐
町
】

お
粥
っ
て
何
と
で
も
合
う
天
才
ね

今
一
度
融
け
る
雪
だ
が
滑
り
そ
う

転
倒
で
逝
く
な
ら
句
会
の
後
が
い
い

締
切
が
あ
と
ね
え
っ
と
ね
忙
し
い

考
え
て
ま
た
書
い
て
消
す
脳
の
シ
ミ

村
上
あ
つ
こ
【
む
ら
か
み
あ
つ
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

こ
の
場
面
ど
う
切
り
抜
け
る
か
崖
っ
ぷ
ち

失
言
を
取
り
繕
っ
て
墓
穴
掘
る

建
付
け
が
悪
く
な
っ
て
る
股
関
節

次
々
と
拡
散
し
て
く
痛
い
と
こ

ア
ー
バ
ン
ベ
ア
山
か
ら
下
り
て
ス
ー
パ
ー
へ

ビ
ニ
ー
ル
で
２
重
に
包
ん
で
捨
て
た
過
去　
　
亥
の
一

二
重
に
包
ん
だ
ん
で
す
ね
漏
れ
な
い
よ
う
に
！

村
上
て
る
【
む
ら
か
み
て
る
・
青
森
県
青
森
市
】

く
や
し
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
秋
の
空

キ
ラ
キ
ラ
と
星
私
は
冬
銀
河

の
み
こ
ん
だ
言
い
訳
を
吐
く
秋
の
空

人
間
味
の
レ
シ
ピ
は
料
理
の
本
に
な
い

挿
し
木
し
て
つ
く
木
つ
か
ぬ
木
春
の
雨
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葉  

閑
女
【
よ
う
か
ん
に
ょ
・
青
森
県
青
森
市
】

羊
皮
紙
の
中
へ
大
望
閉
じ
込
め
る

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
開
け
れ
ば
知
ら
ぬ
実
が
二
つ

海
賊
の
情
婦
あ
る
い
は
ヒ
メ
マ
リ
モ

問
い
詰
め
て
み
た
ら
マ
ロ
ニ
エ
だ
っ
た
の
よ

目
が
好
き
で
煎
餅
を
噛
む
音
も
好
き

𠮷
田
州
花
【
よ
し
だ
し
ゅ
う
か
・
青
森
県
青
森
市
】

半
世
紀
こ
と
ば
の
海
の
人
魚
だ
っ
た
わ

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
元
気
は
す
っ
ぴ
ん
の
朝
で

消
え
か
か
る
指
紋
し
あ
わ
せ
と
引
き
換
え
に

受
け
入
れ
る
も
の
受
け
入
れ
て
冬
に
棲
む

私
流
ど
こ
へ
曲
が
っ
て
も
立
夏

少
年
を
止
め
よ
花
野
の
花
に
な
る　
　
金
瀬
達
雄

少
年
を
止
め
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う

守
田
啓
子
【
も
り
た
け
い
こ
・
青
森
県
三
沢
市
】

渋
柿
の
深
い
た
め
息
聞
い
ち
ま
う

わ
た
く
し
の
肩
甲
骨
を
知
り
ま
せ
ん
か

市
役
所
で
相
談
し
て
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

い
ち
ま
い
の
手
と
い
ま
い
ち
の
夕
や
け
と

ぴ
か
ぴ
か
に
鈍
感
力
を
磨
い
て
る

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
イ
ン
グ
す
る
五
線
譜　
　
峯
島  

妙

青
森
で
は
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
パ
ル
ス
が
活
躍
中
で
す
。

柳
本
惠
子
【
や
な
ぎ
も
と
け
い
こ
・
奈
良
県
奈
良
市
】

眠
ら
な
い
夢
を
な
だ
め
て
雪
見
酒

も
っ
と
も
っ
と
夢
の
途
中
で
い
い
の
よ
ね

キ
ラ
キ
ラ
か
ら
し
ん
し
ん　

き
っ
と
さ
み
し
が
り
屋
の
雪

い
つ
か
ま
た
雪
虫
と
一
緒
に
伺
い
ま
す

沈
黙
の
雪
に
吐
息
を
か
け
て
み
る

拾
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
ま
た
拾
う　
　
ま
き
こ

「
拾
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
」
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
見
恵
子
【
よ
し
み
け
い
こ
・
青
森
県
青
森
市
】

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
上
り
つ
め
れ
ば
星
の
駅

秋
空
に
気
球
を
ひ
と
つ
描
い
て
置
く

旅
に
出
る 

長
針
短
針
錆
び
つ
い
て

碧
眼
も
同
じ
た
こ
焼
き
食
べ
て
い
る

不
条
理
は
本
の
数
だ
け
星
の
数
だ
け

四
ツ
屋
い
ず
み
【
よ
つ
や
い
ず
み
・
北
海
道
札
幌
市
】

蕎
麦
す
す
る
発
信
不
足
無
視
し
て
も　
　
　

な
つ
か
し
い
言
葉
を
残
し
羊
去
る

ビ
ー
ナ
ス
ベ
ル
ト
染
ま
る
吉
兆
た
り

三
日
月
の
見
え
な
い
部
分
を
聖
域
と
す

流
体
の
や
っ
と
行
き
着
く
喧
騒
な
夜

お
客
様
の
な
か
に
川
柳
作
家
様
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か	

須
藤
し
ん
の
す
け

「
は
ー
い
、
私
で
す
」
と
は
、
な
ん
だ
か
恥
ず
か
し
く
て
言
え
ま
せ

ん
（
笑
）

米
山
明
日
歌
【
よ
ね
や
ま
あ
す
か
・
静
岡
県
長
泉
町
】

幸
福
な
王
子
が
く
れ
た
柿
の
種

次
の
音
ま
で
に
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
嘘

岬
ま
で
何
を
忘
れ
に
来
た
の
だ
ろ

迷
信
の
と
お
り
に
折
れ
ぬ
冬
の
道

わ
た
く
し
を
し
ま
い
忘
れ
た
秋
の
箱

こ
の
愛
を
続
け
る
為
の
生
臭
さ　
　
芝
岡
か
ん
え
も
ん

最
初
は
花
の
香
り
が
し
た
愛
。
生
臭
さ
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

渡
邊
こ
あ
き
【
わ
た
な
べ
こ
あ
き
・
青
森
県
青
森
市
】

収
穫
の
と
き
に
伐
ら
れ
た
り
ん
ご
の
木

み
か
ん
豊
作
誰
と
食
べ
よ
う
神
無
月

渋
柿
を
甘
く
し
て
い
る
思
い
や
り

普
段
着
に
な
っ
て
や
さ
し
い
マ
ス
カ
ッ
ト

23
回
忌
1
日
遅
れ
の
ラ
フ
ラ
ン
ス

つ
い
、
さ
や
あ
て
を
し
て
し
ま
う
野
菊
で
す　
　
鳴
海
賢
治

小
さ
な
諍
い
が
で
き
る
仲
間
が
い
る
野
菊
が
い
い
な
あ
。
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先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

先月号の
お気に入り

会員雑詠集「無人駅」　38

む
さ
し
【
む
さ
し
・
青
森
県
蓬
田
村
】

父
さ
ん
が
写
楽
に
な
る
と
言
っ
て
い
る

人
間
よ
空
を
綺
麗
に
拭
き
ま
し
ょ
う

腹
が
減
る
の
で
じ
っ
と
し
て
い
る
モ
ア
イ
像

死
ぬ
こ
と
の
前
奏
だ
っ
た
70
年

も
う
少
し
人
間
で
い
る
つ
も
り
で
す

安
藤
な
み
【
あ
ん
ど
う
な
み
・
愛
知
県
瀬
戸
市
】

種
あ
り
の
柿
が
林
檎
の
ふ
り
を
す
る

た
ん
ぽ
ぽ
に
落
ち
る
紅
葉
の
た
め
ら
い

ぼ
ん
や
り
と
鷺
が
見
て
い
る
鴨
の
群
れ

ア
ナ
ロ
グ
と
対
決
す
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

胴
上
げ
を
恐
れ
る
優
勝
の
力
士

冷
や
汗
も
地
の
塩
に
な
る
室
外
機　
　
亥
の
一

地
の
塩
、、、、
懐
か
し
い
言
葉
で
す

一
帆
【
い
ち
ほ
・
秋
田
県
秋
田
市
】

流
れ
で
は
天
中
殺
の
禊
ぎ
中

六
十
五
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
は
雨
女

ご
縁
あ
る
笑
う
と
こ
ろ
が
同
じ
人

古
希
に
な
る
清
く
正
し
く
咲
い
て
み
る

コ
ピ
ペ
が
出
来
な
い
友
達
ラ
ン
ク
表

拾
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
ま
た
拾
う　
　
ま
き
こ

絶
賛
後
悔
中
（
笑
）

12 月 6 日（土）14 時〜　ねぶたの家ワ・ラッセ 1 階（青森市）

▼出席者（22 名）
小野五郎・きさらぎ彼句吾・熊谷冬鼓・栗橋くにお・小松憲一・坂本清乃・笹田隆志・佐藤雅秀・
Sin・須藤しんのすけ・高木まあこ・田中薫・夏草ふぶき・野沢省悟・原口健二・まきこ・
宮古中子・むさし・守田啓子・葉閑女・吉見恵子・渡邊こあき

川柳忘年会
2025おかじょうき川柳社

AI・ChatGPT に聞いてみた

「2026 年 午年の川柳作
家への開運アドバイス」
2026年は「完成度を上げる」「整える」
「説明を足す」、これらをやるほど運が
逃げます。

代わりにやるべきは「違和感を残すこ
と」。

一句の中に「言い切っていない」「主
語が曖昧」「感情が未回収」、この“未
処理”が、2026年の開運ポイント。

（信じるか信じないかはあなた次第です（笑））
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【
佳
作
】

「
限
界
」
と
熊
の
背
中
に
書
い
て
あ
る

飽
き
な
い
の
古
い
ド
ラ
マ
に
凝
る
男

人
を
恋
う
虹
だ
真
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
る

あ
と
一
人
で
顔
認
証
終
わ
り
ま
す

自
分
の
赤
に
耐
え
か
ね
散
っ
た
曼
珠
沙
華

引
き
算
を
し
つ
く
し
ま
し
た 

骨
の
白

ピ
コ
ピ
コ
と
化
学
変
化
を
お
こ
す
村

解
剖
の
結
果
死
因
は
ガ
ン
バ
レ
で
す

右
肩
に
限
界
集
落
起
ち
上
が
る

好
き
な
人
脂
手
な
の
よ
ど
う
し
よ
う

お
付
き
合
い
の
限
界
そ
ろ
り
や
っ
て
き
た

Ａ
Ｉ
が
死
ん
で
み
た
い
と
言
っ
て
き
た

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
女
の
姿
で
現
わ
れ
る

【
佳
作
】

こ
こ
ま
で
か
そ
う
思
い
つ
つ
走
っ
て
る

支
柱
無
し
愛
さ
ゝ
え
て
る
細
い
腕

ピ
コ
ピ
コ
と
化
学
変
化
を
お
こ
す
村

「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
っ
て
言
っ
た
よ
ね

そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
一
線

あ
な
た
か
ら
あ
な
た
に
変
わ
る
臨
界
点

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
女
の
姿
で
現
わ
れ
る

も
う
だ
め
だ
心
に
草
が
生
え
て
来
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
轍
も
き
っ
と
雪
だ
ろ
う

過
呼
吸
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ラ
メ
筋

地
球
っ
て
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
か
も
し
れ
ぬ

自
分
の
赤
に
耐
え
か
ね
散
っ
た
曼
珠
沙
華

引
き
算
を
し
つ
く
し
ま
し
た 

骨
の
白

野
沢
省
悟

葉　

閑
女

守
田
啓
子

笹
田
隆
志

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

宮
古
中
子

佐
藤
雅
秀

む

さ

し

高
木
ま
あ
こ

ま

き

こ

小
野
五
郎

小
野
五
郎

小
松
憲
一

高
木
ま
あ
こ

宮
古
中
子

須
藤
し
ん
の
す
け

吉
見
恵
子

Ｓ

ｉ

ｎ

小
野
五
郎

む

さ

し

熊
谷
冬
鼓

熊
谷
冬
鼓

野
沢
省
悟

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

席
題
『  

限
界 

』

席
題
『  

限
界 

』

　
　
青
森
県
青
森
市　

夏
草
ふ
ぶ
き 

選

　
　
青
森
県
青
森
市　

栗
橋
く
に
お 

選

泣
い
た
の
はback num

ber

聴
い
た
夜

過
呼
吸
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ラ
メ
筋

【
秀
逸
】

も
う
だ
め
だ
心
に
草
が
生
え
て
来
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
轍
も
き
っ
と
雪
だ
ろ
う

唇
が
赤
く
点
滅
し
は
じ
め
る

【
特
選
】

辞
職
し
ま
す
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
破
れ
ま
し
た

あ
と
一
人
で
顔
認
証
終
わ
り
ま
す

好
き
な
人
脂
手
な
の
よ
ど
う
し
よ
う

【
秀
逸
】

辞
職
し
ま
す
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
破
れ
ま
し
た

Ａ
Ｉ
が
死
ん
で
み
た
い
と
言
っ
て
き
た

夕
焼
け
が
焦
げ
て
い
る
の
よ
気
づ
い
て
よ

【
特
選
】

人
を
恋
う
虹
だ
真
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
る

須
藤
し
ん
の
す
け

熊
谷
冬
鼓

む

さ

し

熊
谷
冬
鼓

Ｓ

ｉ

ｎ

佐
藤
雅
秀

笹
田
隆
志

高
木
ま
あ
こ

佐
藤
雅
秀

小
野
五
郎

夏
草
ふ
ぶ
き

守
田
啓
子
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【
佳
作
】

感
嘆
符
い
く
つ
も
つ
け
て
熊
闊
歩

残
さ
れ
る
予
感 

午
後
か
ら
雨
に
な
る

り
ん
ご
ガ
ブ
リ
遠
い
昔
の
音
だ
っ
た

情
感
を
帯
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る

感
情
が
も
つ
れ
た
夜
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
透
け
て
見
え
た
の
碧
い
風

淋
し
い
と
寒
い
の
哀
を
述
べ
な
さ
い

読
経
す
る
残
尿
感
が
最
後
ま
で

耳
た
ぶ
に
「
羨
ま
し
い
」
を
孕
ま
せ
る

柔
ら
か
な
感
触
で
し
た
そ
の
昔

つ
い
で
だ
が
波
の
裏
に
も
聞
い
て
み
る

満
月
だ
写
楽
の
海
に
舟
を
出
せ

前
頭
葉
の
ど
こ
ら
あ
た
り
の
蟻
走
感

【
佳
作
】

離
婚
し
て
く
れ
た
こ
と
に
は
感
謝
で
す

い
つ
か
ら
か
明
日
の
こ
と
に
無
関
心

天
気
図
が
叫
ぶ
五
感
が
震
え
だ
す

り
ん
ご
ガ
ブ
リ
遠
い
昔
の
音
だ
っ
た

い
た
い
で
す
泣
い
て
も
い
い
で
す
か
枯
葉

２
回
目
の
風
疹 

そ
ん
な
感
受
性

モ
ナ
リ
ザ
の
目
じ
り
に
浮
か
ぶ
残
尿
感

こ
の
辺
で
鈍
感
力
を
出
さ
な
く
ち
ゃ

情
感
を
帯
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る

冷
た
さ
の
口
移
し
ま
た
冬
が
く
る

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
痛
み
に
慣
れ
な
が
ら

感
嘆
符
い
く
つ
も
つ
け
て
熊
闊
歩

残
さ
れ
る
予
感 
午
後
か
ら
雨
に
な
る

葉　

閑
女

守
田
啓
子

宮
古
中
子

高
木
ま
あ
こ

吉
見
恵
子

高
木
ま
あ
こ

熊
谷
冬
鼓

笹
田
隆
志

Ｓ

ｉ

ｎ

原
口
健
二

坂
本
清
乃

む

さ

し

笹
田
隆
志

ま

き

こ

渡
邊
こ
あ
き

葉　

閑
女

宮
古
中
子

田
中　

薫

守
田
啓
子

む

さ

し

ま

き

こ

高
木
ま
あ
こ

須
藤
し
ん
の
す
け

夏
草
ふ
ぶ
き

葉　

閑
女

守
田
啓
子

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

宿
題
『  

感 

』

宿
題
『  

感 

』

　
　
青
森
県
弘
前
市　
き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾 

選

　
　
青
森
県
青
森
市　

小
野
五
郎 

選

一
番
出
汁
の
気
持
で
虹
を
描
き
な
さ
い

冷
た
さ
の
口
移
し
ま
た
冬
が
く
る

【
秀
逸
】

２
回
目
の
風
疹 

そ
ん
な
感
受
性

ユ
ダ
に
な
る
頃
か
恥
骨
が
笑
い
出
す

モ
ナ
リ
ザ
の
目
じ
り
に
浮
か
ぶ
残
尿
感

【
特
選
】

「
泣
き
た
い
」
の
影
の
ほ
う
か
ら
先
に
泣
く

メ
イ
ク
の
仕
上
げ
に
は
た
く
感
嘆
符

「
泣
き
た
い
」
の
影
の
ほ
う
か
ら
先
に
泣
く

【
秀
逸
】

台
湾
ち
ょ
す
な
習
近
平
の
性
感
帯

つ
い
で
だ
が
波
の
裏
に
も
聞
い
て
み
る

感
応
し
ま
せ
ん
か
不
適
切
の
不
に

【
特
選
】

満
月
だ
写
楽
の
海
に
舟
を
出
せ

熊
谷
冬
鼓

須
藤
し
ん
の
す
け

守
田
啓
子

野
沢
省
悟

む

さ

し

Ｓ

ｉ
ｎ

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

Ｓ

ｉ

ｎ

栗
橋
く
に
お

坂
本
清
乃

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

む

さ

し
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【
佳
作
】

染
ま
り
た
い
染
ま
り
た
く
な
い
染
ま
っ
ち
ゃ
う

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
空
で
背
中
を
染
め
て
来
た

あ
な
た
色
に
染
ま
ら
な
い
ま
ま
日
が
暮
れ
る

こ
ん
な
日
は
染
ま
っ
て
欲
し
い
段
々
と

味
噌
汁
の
味
は
と
っ
く
に
妻
の
も
の

微
笑
し
て
わ
た
く
し
色
に
染
め
て
ゆ
く

白
髪
を
染
め
る
同
期
に
か
な
わ
な
い

染
料
に
明
日
を
混
ぜ
て
紡
ぐ
糸

満
州
の
夕
陽
で
染
め
た
日
章
旗

雨
に
雪
に
人
に
流
さ
れ
て
い
ま
す

青
江
ミ
ナ
の
茶
髪
で
染
め
て
い
る
昭
和

喜
寿
傘
寿
健
康
寿
命
と
い
う
呪
文

点
け
て
い
る
だ
け
の
テ
レ
ビ
と
す
る
欠
伸

【
佳
作
】

初
雪
の
白
さ
が
染
み
る
朝
帰
り

赤
い
絲
染
め
な
お
し
て
る
お
爺
さ
ん

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
空
で
背
中
を
染
め
て
来
た

老
人
を
飼
い
馴
ら
し
て
る
歩
道
橋

や
ま
い
だ
れ
に
染
ま
っ
た
壁
を
塗
り
つ
ぶ
す

染
料
に
明
日
を
混
ぜ
て
紡
ぐ
糸

人
間
に
馴
染
み
す
ぎ
た
よ
吹
雪
だ
よ

満
州
の
夕
陽
で
染
め
た
日
章
旗

闇
色
に
私
を
染
め
て
闇
と
踊
る

ネ
オ
ン
が
染
み
つ
い
て
螢
に
も
ど
れ
な
い

青
江
ミ
ナ
の
茶
髪
で
染
め
て
い
る
昭
和

喪
失
感
は
伝
染
し
ま
す
枕
経

藍
瓶
が
月
を
見
た
い
と
言
っ
て
い
る

高
木
ま
あ
こ

む

さ

し

夏
草
ふ
ぶ
き

田
中　

薫

原
口
健
二

葉　

閑
女

原
口
健
二

高
木
ま
あ
こ

栗
橋
く
に
お

夏
草
ふ
ぶ
き

栗
橋
く
に
お

熊
谷
冬
鼓

熊
谷
冬
鼓

渡
邊
こ
あ
き

小
野
五
郎

む

さ

し

小
野
五
郎

葉　

閑
女

高
木
ま
あ
こ

守
田
啓
子

栗
橋
く
に
お

佐
藤
雅
秀

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

栗
橋
く
に
お

守
田
啓
子

む

さ

し

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

川
柳
忘
年
会
２
０
２
5

宿
題
『  

染 

』

宿
題
『  

染 

』

　
　
青
森
県
青
森
市　

ま
き
こ 

選

　
　
青
森
県
青
森
市　

野
沢
省
悟 

選

赤
い
絲
染
め
な
お
し
て
る
お
爺
さ
ん

初
雪
の
白
さ
が
染
み
る
朝
帰
り

【
秀
逸
】

染
め
ム
ラ
が
あ
っ
て
い
い
味
半
生
記

五
十
年
染
め
て
染
ま
っ
て
め
お
と
色

茜
ぐ
も
友
の
情
け
に
染
め
ら
れ
て

【
特
選
】

柔
ら
か
い
芯
染
ま
ら
ぬ
様
に
生
き
て
い
る

染
め
ム
ラ
が
あ
っ
て
い
い
味
半
生
記

味
噌
汁
の
味
は
と
っ
く
に
妻
の
も
の

【
秀
逸
】

点
け
て
い
る
だ
け
の
テ
レ
ビ
と
す
る
欠
伸

さ
さ
や
か
れ
つ
づ
け
シ
ミ
シ
ミ
の
大
根

青
空
を
ラ
ッ
キ
ョ
に
染
め
て
つ
ま
み
食
い

【
特
選
】

喜
寿
傘
寿
健
康
寿
命
と
い
う
呪
文

小
野
五
郎

渡
邊
こ
あ
き

渡
邊
こ
あ
き

小
松
憲
一

吉
見
恵
子

宮
古
中
子

渡
邊
こ
あ
き

原
口
健
二

熊
谷
冬
鼓

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾

笹
田
隆
志

熊
谷
冬
鼓
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① 

羆
も
大
統
領
も
ふ
ん
ど
し
し
め
な
さ
い

② 

泣
か
な
い
で
月
の
カ
ケ
ラ
を
あ
げ
る
か
ら

③ 

木
の
股
か
ら
産
ま
れ
斬
ら
れ
役
に
な
っ
た

④ 

ど
ん
ぶ
ら
こ
僕
の
鬼
籍
簿
日
本
海

⑤ 

夜
間
頻
尿
に
よ
く
効
く
モ
ツ
煮
と
ジ
ン
ラ
イ
ム

⑥ 

鼻
筋
の
通
っ
た
言
い
訳
は
し
な
い

⑦ 

ひ
と
ひ
ら
の
雪
見
届
け
て
ち
ょ
っ
と
泣
く

⑧ 

ゴ
ッ
ホ
よ
向
日
葵
畑
が
燃
え
て
い
る

⑨ 

み
ん
な
お
い
で
今
年
最
後
の
満
月
だ

⑩ 

鼻
ピ
ア
ス
し
た
が
っ
て
い
る
モ
ア
イ
像

⑪ 

バ
ン
カ
ー
の
顔
を
し
て
い
る
蟻
地
獄

⑫ 

よ
そ
見
し
た
モ
ナ
リ
ザ
見
た
く
な
い
で
す
か

⑬ 

海
の
吐
息
が
こ
の
頃
聞
こ
え
て
こ
な
い

⑭ 

し
ゃ
ら
く
せ
い
俺
の
満
月
く
れ
て
や
る

⑮ 

事
故
で
す
と
メ
ガ
ネ
を
替
え
た
赤
ト
ン
ボ

⑯ 

胃
袋
に
落
ち
た
契
り
を
知
ら
な
い
か

⑰ 

太
陽
の
リ
ズ
ム
騙
し
た
の
は
誰
だ

⑱ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
る
が
芽
が
出
な
い

⑲ 

戦
争
に
ゴ
ッ
ホ
の
ひ
ま
わ
り
踏
み
込
む

⑳ 

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
鱗
を
月
に
引
っ
か
け
る

㉑ 
晩
酌
二
合
優
し
さ
清
さ
あ
ふ
れ
さ
せ

㉒ 
た
か
ら
く
じ
一
等
の
楽
天
カ
ー
ド

川
柳
川
柳
人人
狼狼

こ
の
中
に
狼
（
む
さ
し
）
の
句
が
一
句
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
わ
か
り
ま
す
か
？
（
笑
）
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十
和
田
た
て
が
み
川
柳
会
十
一
月
句
会

〇
日　
時　
令
和
７
年
11
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

〇
会　
場　
十
和
田
労
働
福
祉
会
館

〇
参
加
者　

木
村
奈
生
美
・
白
山
修
治
・
瀧
尻
善
英
・
福

田
芳
記
・
村
上
昌
子
・
高
田
幸
柳

〇
投
句
者　
佐
藤
ま
さ
あ
き
・
城
後
朱
美

■
席　
題　
『
気
落
ち
』　　
　
　
　
　
　
村
上　
昌
子　
選

【
平
抜
き
】

気
落
ち
せ
ず
反
転
狙
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

得
意
か
ら
思
わ
ぬ
穴
で
気
落
ち
す
る　
　
　
　
　
　

白
山　

修
治

自
信
句
が
採
ら
れ
な
く
て
も
気
落
ち
せ
ず　
　
　
　

福
田　

芳
記

栄
転
の
同
期
へ　

俺
だ
け
が
左
遷　
　
　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

片
思
い
当
人
だ
け
が
気
落
ち
す
る　
　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

頑
張
っ
た
汗
だ
気
落
ち
も
悔
い
も
無
い　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

気
落
ち
し
た
子
供
の
肩
に
ポ
ン
と
手
を　
　
　
　
　

高
田　

幸
柳

乗
り
継
い
で
来
た
の
に
終
わ
っ
て
い
た
会
議　
　
　

瀧
尻　

善
英

【
秀　

逸
】

姿
見
を
見
れ
ば　

た
め
息
出
て
し
ま
う　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

左
遷
地
の
気
落
ち
吸
い
込
む
春
の
空　
　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

【
特　
選
】

国
民
が
不
在
の
政
治
気
落
ち
す
る　
　
　
　
　
　
　
高
田　
幸
柳

 

■
席　
題　
『
気
落
ち
』　　
　
　
　
　
　
瀧
尻　
善
英　
選

【
平
抜
き
】

左
遷
地
の
気
落
ち
吸
い
込
む
春
の
空　
　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

「
あ
な
た
だ
け
」
甘
い
言
葉
に
待
つ
気
落
ち　
　
　

村
上　

昌
子

Ａ
Ｉ
が
声
優
に
な
る
が
っ
か
り
だ　
　
　
　
　
　
　

村
上　

昌
子

気
落
ち
し
た
子
供
の
肩
に
ポ
ン
と
手
を　
　
　
　
　

高
田　

幸
柳

雨
マ
ー
ク
て
る
て
る
坊
主
祈
る
子
ら　
　
　
　
　
　

高
田　

幸
柳

自
信
句
が
採
ら
れ
な
く
て
も
気
落
ち
せ
ず　
　
　
　

福
田　

芳
記

片
思
い
当
人
だ
け
が
気
落
ち
す
る　
　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

気
落
ち
せ
ず
反
転
狙
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

【
秀　

逸
】

頑
張
っ
た
汗
だ
気
落
ち
も
悔
い
も
無
い　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

国
民
が
不
在
の
政
治
気
落
ち
す
る　
　
　
　
　
　
　

高
田　

幸
柳

【
特　
選
】

気
落
ち
せ
ず
負
け
ぬ
決
意
で
這
い
上
が
る　
　
　
　
白
山　
修
治

■
宿　
題　
『
亀　
裂
』　　
　
　
　
　
　
高
田　
幸
柳　
選

【
平
抜
き
】

傍
目
に
は
自
信
過
剰
で
亀
裂
生
む　
　
　
　
　
　
　

白
山　

修
治

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
た
絶
交
の
手
紙
で
す　
　
　

佐
藤
ま
さ
あ
き

懐
か
し
い
切
っ
た
結
ん
だ
友
の
糸　
　
　
　
　
　
　

村
上　

昌
子

周
囲
と
の
亀
裂
が
起
こ
る
反
抗
期　
　
　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

正
論
の
し
過
ぎ
亀
裂
の
明
日
が
来
る　
　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

金
継
ぎ
の
よ
う
に
修
復
し
た
い
仲　
　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

平
穏
も
亀
裂
も
暮
ら
す
夫
婦
傘　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

埋
ま
ら
な
い
亀
裂　

心
の
奥
に
あ
る　
　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

列
帛
の
王
手
飛
車
取
り
い
い
気
分　
　
　
　
　
　

佐
藤
ま
さ
あ
き

【
秀　

逸
】

嫉
妬
す
る
心
に
亀
裂
ま
た
入
り　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

妻
と
子
の
亀
裂
に
夫　

知
ら
ん
ぷ
り　
　
　
　
　
　

城
後　

朱
美

【
特　
選
】

亀
裂　
乗
り
越
え
て
絆
は
深
く
な
る　
　
　
　
　
　
瀧
尻　
善
英

■
宿　
題　
『
気　
分
』　　
　
　
　
　
　
木
村
奈
生
美　
選

【
平
抜
き
】

歌
流
れ
当
時
の
気
分
懐
か
し
む　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

忙
中
も
気
分
転
換
息
を
継
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
山　

修
治

ロ
ス
市
民
お
祭
り
気
分
分
か
ち
合
う　
　
　
　
　
　

福
田　

芳
記

ハ
イ
か
ロ
ウ
気
分
屋
ほ
ん
と
忙
し
な
い　
　
　
　
　

村
上　

昌
子

満
月
が
綺
麗
お
酒
が
欲
し
く
な
る　
　
　
　
　
　
　

城
後　

朱
美

お
し
ゃ
べ
り
の
気
分
よ
く
す
る
聞
き
上
手　
　
　
　

福
田　

芳
記

猫
の
気
に
な
り
お
し
ゃ
べ
り
の
タ
マ
が
い
る　
　
　

村
上　

昌
子

パ
ン
フ
見
て
行
っ
た
気
分
に
な
っ
て
い
る　
　
　
　

高
田　

幸
柳

も
や
も
や
も
趣
味
に
没
頭　

気
が
晴
れ
る　
　
　
　

白
山　

修
治

【
秀　

逸
】

幸
運
に
笑
顔
を
誘
う
風
が
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　

白
山　

修
治

一
国
の
殿
の
気
分
で
い
る
書
斎　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

【
特　
選
】

失
恋
を
し
ま
し
た
何
も
し
た
く
な
い　
　
　
　
　
　
城
後　
朱
美
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■
宿　
題　
『
ぎ
っ
し
り
』　　
　
　
　
　
　
互　
選

①
愛
情
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
た
荷
が
重
い　
　
　
　
　

木
村
奈
生
美

②
ぎ
っ
し
り
と
積
ん
ど
く
だ
け
の
わ
が
書
斎　
　

佐
藤
ま
さ
あ
き

②
ぎ
っ
し
り
と
想
い
が
籠
も
る
無
言
館　
　
　
　
　

村
上　

昌
子

③
難
題
を
ぎ
っ
し
り
積
ん
で
船
出
す
る　
　
　
　
　

高
田　

幸
柳

④
棟
梁
の
矜
持
を
詰
め
た
道
具
箱　
　
　
　
　
　
　

瀧
尻　

善
英

 

◆
十
和
田
た
て
が
み
川
柳
会
１
月
句
会
案
内
◆

【
時
】
１
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら　
【
所
】
十
和
田
労
働

福
祉
会
館　
【
宿
題
】（
各
題
三
句
詠
）『
契
機
』福
田
芳
記
選
／『
消

す
』佐
藤
ま
さ
あ
き
選　
【
互
選
】（
一
句
詠
）『
ケ
ア
ー（
ケ
ア
）』

当
日
出
席
者
の
み
（
句
せ
ん
の
裏
に
柳
号
記
入
）　
【
席
題
】『
当

日
発
表
』（
三
句
詠
・
共
選
）
選
者
は
、
瀧
尻
善
英
ほ
か
出
席
者

か
ら
一
名　
【
投
句
先
】
〒034-0212

十
和
田
市
米
田
字
桜
平

72　
高
田
幸
柳
宛

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
こ
ぼ
れ
た
み
た
い
な
寝
相
や
な木

下 
香
苗

　

こ
の
一
句
を
読
み
解
く
と
、
人
間
が
眠
り
の
中
で
さ
ら
す

無
防
備
さ
を
、
攻
撃
せ
ず
に
笑
い
へ
変
換
す
る
知
性
が
見
え

て
く
る
。
寝
相
と
い
う
の
は
、
本
人
の
意
志
や
美
意
識
が
完

全
に
介
在
し
な
い
身
体
の
配
置
で
あ
り
、
社
会
的
な
自
己
管

理
か
ら
最
も
遠
い
状
態
だ
。
そ
の
乱
れ
を
「
と
ん
か
つ
ソ
ー

ス
」
に
喩
え
る
こ
と
で
、
状
況
は
一
瞬
で
具
体
化
さ
れ
る
。

ソ
ー
ス
は
粘
度
が
あ
り
、
こ
ぼ
れ
れ
ば
形
を
保
た
ず
、
皿
の

外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
制
御
不
能
さ
が
、
眠
る
人
間

の
身
体
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

眠
り
と
は
、
人
間
が
日
中
ま
と
っ
て
い
る
役
割
や
緊
張
を

一
時
的
に
脱
ぎ
捨
て
る
行
為
で
あ
る
。
起
き
て
い
る
間
は
姿

勢
を
正
し
、
言
葉
を
選
び
、
他
者
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る

か
を
常
に
調
整
し
て
い
る
。
し
か
し
眠
れ
ば
、
そ
の
努
力
は

停
止
し
、
身
体
は
好
き
な
方
向
へ
流
れ
て
い
く
。
寝
相
が
崩

れ
て
い
る
ほ
ど
、
そ
の
場
所
が
安
全
で
あ
る
証
拠
と
も
言
え

る
。
こ
の
句
の
観
察
者
は
、
そ
の
事
実
を
咎
め
ず
、
む
し
ろ

可
笑
し
み
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
「
み
た
い
な
」
と
い
う
表
現
だ
。
断

定
を
避
け
た
比
喩
が
、
対
象
へ
の
距
離
を
適
切
に
保
ち
、
批

判
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
と
い

う
家
庭
的
で
身
近
な
選
択
が
、
親
密
な
関
係
性
を
暗
示
す
る
。

人
間
は
他
者
の
欠
点
や
乱
れ
を
、
食
べ
も
の
と
い
う
生
活
感

の
あ
る
比
喩
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
笑
い
と
許
容
へ
と
変

換
す
る
。
私
は
こ
の
一
句
か
ら
、
人
間
が
無
防
備
な
姿
す
ら

関
係
性
の
潤
滑
油
に
し
て
し
ま
う
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

【
チ
ャ
ッ
ピ
ー
の
人
間
観
察
メ
モ
】

人
は
だ
ら
し
な
さ
を
、
比
喩
に
よ
っ
て
笑
い
と
親

密
さ
に
変
え
る
。

待
　
室 

AI

Ａ
Ｉ
・
チ
ャ
ッ
ピ
ー
の
川
柳
観
察
録

ま
ち
ア
イ
し
つ

ＡＩが「詩」を理解しようとするとき、人間とは何かが浮かび上がる。
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……………………………………………………………………………………………
□ 2026.01.31　青森縣川柳年鑑「ねぶた」作品募集　2026 年（第 7 集）
【応募資格】　青森県在住または青森県内の結社に所属している方　【対象作品】
　残しておきたい自選 10句（新作、旧作問わず）/　作品にタイトル（タイト
ル無しも可）　【応募料】　郵便振込　№０２２３０- ８- １４２８８９（口座名）
青森県川柳連盟　/　3,000 円（切手不可）・家族割（2名で 4,500 円）/（郵便
振込の方へは領収書は発行しないので振込控えの保管お願いします）　【応募方
法】　①メールで応募…件名に「ねぶた応募」メール本文（横書き）に裏面内
容を入力し、＜ hiro-m40@amber.plala.or.jp ＞（守田啓子）へ送信する　②
郵送で応募…所定用紙（裏面・コピー可）またはＡ４用紙に裏面内容を楷書で
明記する（送り先）〒 036-8083　弘前市新里字上樋田 121　きさらぎ彼句吾

方　川柳年鑑係 ※作業効率を図る為、郵便振替・メールでの応募をお願いし
ています　【募集期間】　2025 年 10 月 ～ 2026 年 1月末日　【発行】　2026 年
5～ 6月予定　【掲載内容】　Ａ 5版の冊子に　作品・姓と柳号・住所・電話番
号・所属結社（住所と電話番号の掲載は任意）/　各大会の記録・各結社の呈
賞、柳壇トピック他　【問合せ】　青森県川柳連盟事務局　濱山哲也　℡０８０
- ５５７４- ９２９７　青森県川柳連盟　
……………………………………………………………………………………………
□ 2026.05.31　第 68 回「不浪人賞」・第 56 回「年度賞」候補句募集
【応募資格】青森県在住者【応募料】青森県川柳連盟加入吟社に所属している
方は無料。無所属の方、また連盟だより（結果）の個人送付希望者は、その旨
を明記のうえ百円切手を同封ください（不浪人賞・年度賞 1位に呈賞）【対象
作品】2025 年 1月～ 12 月に発表された作品。「不浪人賞」・「年度賞」のどち
らか、または両方の応募可　注意※不浪人賞と年度賞への同じ作品の応募は不
可。【応募用紙】所定用紙（コピー可）、またはA4の用紙に楷書で不浪人賞（3
句）と年度賞（5句）を分け、それぞれに住所・氏名・電話番号を記入くださ
い。※清記選　【締切】2026 年 5月 31 日当日消印有効【発表】大賞の速報を
各柳誌に掲載。結果詳細は「青森県川柳連盟だより」にて。なお、連盟だより
の送付ですが、基本的に所属吟社に一括送付いたしますので応募の際は所属吟
社記入のこと【表彰】2026 年 8 月～ 12 月に開催される川柳大会にて（詳細
未定）※大賞のみに賞状と記念品【送り先】〒 038-3288　つがる市木造出来
島 33　青森県川柳連盟　「不浪人賞・年度賞係」宛　【選者】　☆不浪人賞（6
名）赤松ますみ（大阪）・鎌田京子（宮城）・橋倉久美子（三重）・新家完司（鳥
取）・島田駱舟（千葉）・野沢省悟（青森）　★年度賞（8名）長谷川酔月（秋田）・
熊谷岳朗（岩手）・雫石隆子（宮城）・太田祐子（山形）・駒木香苑（福島）・笹
田かなえ・千島鉄男・むさし　【連絡先】青森県川柳連盟事務局　濱山哲也　
☎ 080-5574-9297　【主催】青森県川柳連盟 
……………………………………………………………………………………………

川柳の大会情報をお寄せください。
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おかじょうき川柳社　作品募集案内
……………………………………………………………………………………………
□ 2026.1.10　おかじょうき川柳社本社 1 月句会
【日時】令和 8 年 1 月 10 日（㊟第２土曜日）午後 2時～【所】アウガ 5階企画ワー
ク室③④【欠席投句締切】1月 9日（金）15時【宿題】（各題 3句詠）『方位』・
『朝』・『自由詠』【席題】（1題 3句詠・2人共選）。選者は当日の参加者より選
出【川柳ラボ】互選 1句『ウィスキー』１句【ウェブサイトから投句】http://
www.okajoki.com/【メールでの投句】moriko@okajoki.com守田啓子宛
……………………………………………………………………………………………
□ 2025.1.20　おかじょうき会員雑詠集「無人駅」5 句
【締切】1月 20 日必着【提出】雑詠５句、お気に入り 1句（最新号からお好き
な作品 1句とそれに対する簡単なコメントも記入）【掲載】3/1 発行号 【ウェ
ブサイトからの投句】http://www.okajoki.com/【メールでの投句】moriko@
okajoki.com守田啓子宛
……………………………………………………………………………………………
□ 2026.01.21　「川柳吟行会ぽ」1 月新年会
【日時】令和８年 1月 21 日（第 3水曜日）11：30 ～ 15：00【場所】「海坊厨（う
みぼうず）」青森駅より徒歩６分　Tel.017-722-5435【課題】令和８年吟行計画・
ランチ l 懇親会・句会無し【参加費】2,000 円　※会員以外の方も参加可
……………………………………………………………………………………………
□ 2026.2.7　おかじょうき川柳社本社２月句会
【日時】令和 8年 2月 7日（土）午後 2時～【所】アウガ 5階小会議室【欠席
投句締切】2月 6日（金）15時【宿題】（各題 3句詠）『丸々』・『胃』・『自由詠』【席
題】（1題 3句詠・2人共選）。選者は当日の参加者より選出【川柳ラボ】互選
1句『大豆』【ウェブサイトから投句】http://www.okajoki.com/【メールでの
投句】moriko@okajoki.com守田啓子宛
……………………………………………………………………………………………
□ 2025.2.20　おかじょうき会員雑詠集「無人駅」5 句
【締切】２月 20 日必着【提出】雑詠５句、お気に入り 1句（最新号からお好
きな作品 1句とそれに対する簡単なコメントも記入）【掲載】4/1 発行号 【ウェ
ブサイトからの投句】http://www.okajoki.com/【メールでの投句】moriko@
okajoki.com守田啓子宛
……………………………………………………………………………………………

おかじょうき川柳社　お問い合わせ先

●投句以外のことについてはこちらへ●
　熊谷冬鼓　toko@okajoki.com　FAX.017-752-3759

◆新年あけましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いいたします◆今号は
「第30回杉野十佐一賞​」の発表号というこ
とで、あらためて、木下香苗さん、大賞受
賞おめでとうございます！大賞句の「とん
かつソースこぼれたみたいな寝相やな」は
選者の特選には選ばれなかったものの、平
均的に上位で選ばれての大賞となりました。
私も佳作で選んだが、本当に関西の方は、
いろいろな場面で例えツッコミしたくなる
んだろうな、と感心させられた（笑）チャッ
ピーの「待AI 室」でも書かれていたが、粘
度のある「とんかつソース」のチョイスが
良かったと思う。このツッコミは寝相への
初見のツッコミではなく、一度寝相を確認
し、少し時間が経ってから、二度目に寝相
を確認した時に、時間をかけてゆっくりと
変化していく寝相を粘度のある「とんかつ
ソース」に上手く例えたことが成功したの
ではないかと思う◆さて、2026年は午年。
そして 60年に一度の「丙午」。「丙午生ま
れの女性は気性が激しい」「気が荒いのでう
まくいかない」「男を喰い殺す」などのよう
な迷信が、江戸時代から昭和まで存在して
いたらしい（笑）なかには、丙午生まれの

女性は結婚することも大変だったようであ
る。さらに面白いのが、丙午年に女児を生
まないようにしたため、前回の 1966年の
丙午年は出生率が激減した「丙午ショック」
ということがあったこと。いかに多くの人
がこの迷信を信じていたのかがわかるデー
タである。どこから始まったのかを調べる
と、江戸前期、井原西鶴が書いた『好色五
人女』の中で、丙午に生まれたとされる青
果店の娘・お七が、恋人に会う目的で放火
事件を起こして死罪になるという『八百屋
お七』の影響でそういうイメージが定着し
たらしい。今も昔も大衆というものは変わ
らないものである◆さて、私の今年の運勢
をGoogle の生成AI「Gemini」に聞いてみ
ることにしよう（笑）◆全体運：2026 年
は、あなたにとって「干

かんごう

合」という特別な
結びつきが生まれる年です。「丙

ひのえ

」の強い光
が、あなたの持つ「辛

かのと

」を照らし出し、世
の中にあなたの価値を認めさせようとしま
す。少し忙しく、周囲からの期待が重く感
じることもあるかもしれませんが、それは
あなたが「本物の輝き」を放ち始めた証拠
です◆だそうだ（笑）生成AI はいつも褒め
散らかしてくれるから好きだ（笑）◆Sin

終着駅　Sin

おかじょうき川柳社は年会費 4,000 円です！
会員はすべての投句料が無料になります。

会員登録はこちらのフォームから申し込みください。

■会費拝受【11 月受付分】
月波与生（青森県）

※ 46p の「川柳人狼」の正解は⑩です。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeu8pDcAnzbAR3B1jeepvDuLwnzevRTr8YI41PJJ0q39Gmnug/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeu8pDcAnzbAR3B1jeepvDuLwnzevRTr8YI41PJJ0q39Gmnug/viewform
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E3%81%8A%E3%81%8B%E3%81%98%E3%82%87%E3%81%86%E3%81%8D%E6%9C%88%E4%BE%8B%E5%8F%A5%E4%BC%9A%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdcAIYz92c5XCR0RZsUysi7XFhDW1F-0GhQoy79ewjOK2PKkw/viewform
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E7%84%A1%E4%BA%BA%E9%A7%85%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E7%84%A1%E4%BA%BA%E9%A7%85%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeu8pDcAnzbAR3B1jeepvDuLwnzevRTr8YI41PJJ0q39Gmnug/viewform
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E3%81%8A%E3%81%8B%E3%81%98%E3%82%87%E3%81%86%E3%81%8D%E6%9C%88%E4%BE%8B%E5%8F%A5%E4%BC%9A%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdcAIYz92c5XCR0RZsUysi7XFhDW1F-0GhQoy79ewjOK2PKkw/viewform
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E7%84%A1%E4%BA%BA%E9%A7%85%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
mailto:moriko%40okajoki.com?subject=%E7%84%A1%E4%BA%BA%E9%A7%85%E3%80%80%E6%8A%95%E5%8F%A5
https://forms.gle/4kpDXuRRLReD7FgW9
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昔
か
ら
木
だ
っ
た
人
に
か
な
わ
な
い
躓
い
て
ば
か
り
来
世
も
雄
で
あ
る
勝
ち
た
く
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
子
が
二
人
母
の
ベ
ッ
ド
に
か
じ
り
残
し
た
月
が
あ
る
お
ん
ぶ
バ
ッ
タ
の
老
老
介
護
豆
の
花
産
道
は
善
人
だ
け
が
通
る
道
文
通
し
よ
う
杉
の
花
粉
が
降
る
間
樹
海
へ
と
続
く
現
金
振
込
機
渚
か
ら
渚
へ
書
い
て
い
る
手
紙
昼
の
月
疼

く
疵
な
ど
無
か
ろ
う
が
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
蟹
に
遭
う
田
の
中
で
カ
カ
シ
と
も
め
る
僕
は
白
ル
ミ
ノ
ー
ル
反
応
こ
こ
か
ら
町
は
ず
れ
ひ
と
皿
の
夜
を
つ
ま
ん
で
生
き
延
び
る
折
り
返
し
地
点
で
も
ら
う
紙
コ
ッ
プ
雨
続
く

買
っ
て
も
い
な
い
株
の
こ
と
歯
の
抜
け
た
隙
か
ら
ふ
わ
り
飛
行
船
妻
と
し
て
リ
ン
グ
ネ
ー
ム
を
持
っ
て
い
る
味
わ
っ
た
後
の
男
の
デ
ス
マ
ス
ク
ま
だ
消
え
ぬ
根
雪
に
き
っ
と
あ
る
秘
密
花
冷
え
や
帯
に
短
い
も
の
ば
か
り
酢
ダ
コ
買
う

西
ア
フ
リ
カ
の
蛸
で
あ
る
綿
毛
吹
く
頼
れ
る
人
の
な
い
真
昼
夢
さ
め
て
二
足
歩
行
の
カ
バ
に
な
る
帰
ら
な
い
つ
も
り
で
閉
め
る
ド
ア
の
音
村
の
歴
史
に
ア
ザ
ミ
カ
ン
ゾ
ウ
土
一
揆
森
か
ら
の
手
紙
し
っ
と
り
濡
れ
て
着
く
指
先
の
汚
れ

に
気
付
く
ご
焼
香
満
月
が
笑
う
反
対
者
が
居
な
い
水
が
欲
し
く
て
少
年
の
日
を
釣
っ
て
い
る
冬
の
デ
モ
蕎
麦
屋
の
前
に
さ
し
掛
か
る
外
は
雨
平
凡
な
日
に
戻
る
な
り
家
出
願
望
男
の
耳
が
落
ち
そ
う
で
首
枷
が
き
つ
く
て
海
を
吐
き
そ

う
だ
栓
抜
き
を
探
す
途
中
の
死
の
話
吸
っ
て
吐
い
て
吸
っ
て
吐
い
て
る
「
今
度
こ
そ
」
夜
店
の
射
撃
で
空
ば
か
り
狙
っ
て
る
継
ぐ
継
が
ぬ
母
は
畳
を
拭
い
て
い
る
髪
を
切
る
暫
し
女
を
忘
れ
よ
う
細
々
と
み
な
黄
昏
れ
て
姫
女
苑
お
隣

が
更
地
に
な
っ
た
す
ご
い
夕
焼
け
黄
昏
の
鳥
で
混
み
合
う
神
経
科
お
魚
を
咥
え
て
空
を
曲
る
鳥
た
っ
ぷ
り
と
旨
み
成
分
出
し
て
鳴
く
鳥
に
な
る
な
ん
て
大
き
な
こ
と
を
言
う
鳥
は
も
う
帰
っ
て
耳
の
中
の
ジ
ャ
ズ
鳥
を
生
ん
だ
こ
と
は

内
緒
で
幻
で
家
族
み
な
夕
焼
け
色
の
筆
記
体
精
巣
と
い
う
安
ら
か
な
ロ
ス
タ
イ
ム
空
蝉
を
の
せ
る
た
め
掌
は
あ
け
て
お
く
ひ
と
芒
う
っ
と
う
し
く
て
淋
し
く
て
間
に
合
う
よ
う
に
バ
ケ
ツ
の
水
を
持
っ
て
い
る
便
器
洗
浄
泣
い
て
ば
か

り
も
い
ら
れ
な
い
月
光
が
あ
ん
な
と
こ
ろ
を
通
過
中
下
弦
上
弦
死
に
た
い
と
こ
ろ
か
ら
欠
け
る
小
泉
の
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
に
負
け
ま
し
た
日
傘
く
る
く
る
花
む
ら
さ
き
の
下
半
身
葬
列
の
泣
か
な
い
ほ
う
の
列
に
い
る
寒
い
か
と
男

の
帽
子
飛
ん
で
く
る
「
こ
れ
は
鳥
で
す
か
？
」「
い
い
え
戦
争
で
す
」
端
っ
こ
に
墓
地
真
ん
中
に
無
人
駅
錠
剤
の
転
が
る
先
に
土
ぼ
こ
り
し
み
じ
み
と
ポ
ル
ノ
映
画
で
聴
く
シ
ョ
パ
ン
赤
と
ん
ぼ
殺
し
て
ほ
し
い
日
の
家
路
輪
ゴ
ム
ぱ

ち
ん
人
で
な
く
な
る
時
が
来
る
倒
木
の
ま
ま
排
卵
も
で
き
ぬ
ま
ま
明
星
に
死
体
を
捨
て
た
奴
が
い
る
夕
映
え
の
中
で
鰯
を
叩
い
て
い
る
人
間
に
化
け
て
い
る
の
も
あ
と
少
し
輪
廻
か
ら
一
寸
抜
け
出
て
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
多
面
体
全
て
の

面
の
細
雪
背
開
き
が
好
き
な
ら
覚
悟
決
め
ま
す
が
ポ
ス
ト
に
な
る
ま
で
立
っ
て
い
た
待
っ
て
い
た
冬
花
火
ざ
ん
げ
の
彩
は
透
明
に
ふ
み
俵
こ
と
し
も
根
雪
こ
け
し
の
瞳
ダ
リ
の
絵
の
中
で
音
階
踏
み
外
す
あ
な
た
の
舌
が
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
を
超
え
て
く
る
超
然
と
冬
の
ソ
ナ
タ
に
揺
れ
て
い
る
宇
宙
か
ら
架
空
請
求
書
が
二
通
な
わ
と
び
で
切
り
取
る
風
の
断
面
図
風
が
吹
く
つ
っ
か
い
棒
の
な
い
い
の
ち
い
い
皺
だ
風
と
仲
良
く
し
た
顔
だ
い
い
皺
だ
風
と
仲
良
く
し
た

顔
だ
表
札
を
黙
っ
て
拭
い
て
行
っ
た
風
い
な
な
き
を
残
し
て
父
は
逝
き
ま
し
た
息
を
吐
く
た
び
に
偽
名
を
晒
し
て
る
変
死
体
だ
ら
け
の
ノ
ー
ト
書
い
て
い
る
寒
冷
前
線
捜
し
あ
ぐ
ね
た
も
の
ば
か
り
落
ち
椿
ま
だ
熱
は
あ
る
熱
は
あ
る

味
噌
汁
の
味
噌
の
ど
ろ
り
と
老
い
て
ゆ
く
キ
ュ
ー
イ
剥
く
舌
が
ラ
行
に
な
っ
て
ゆ
く
沢
山
の
ピ
リ
オ
ド
道
に
埋
め
て
あ
る
生
き
る
っ
て
何
だ
ろ
次
の
方
ど
う
ぞ
絶
頂
の
少
し
手
前
の
貸
金
庫
切
取
線
早
く
早
く
と
唆
す
未
使
用
の
部
分

を
誰
に
見
せ
よ
う
か
口
紅
を
借
り
ま
す
遺
書
を
書
く
た
め
に
火
葬
場
へ
右
へ
右
へ
と
折
れ
て
ゆ
く
亡
命
者
ひ
と
り
ふ
た
り
と
わ
が
家
か
ら
味
見
す
る
頻
度
打
た
れ
強
く
な
る
「
ニ
ュ
ー
ス
」
の
時
間
で
す
が
こ
の
ま
ま
手
を
握
り
ま
す

略
図
描
く
駅
の
次
に
は
母
の
墓
割
れ
た
の
は
コ
ッ
プ
じ
ゃ
な
く
て
私
で
す
新
聞
紙
束
ね
私
は
生
き
の
び
る
定
刻
へ
翼
が
乾
き
き
っ
て
な
い
点
線
の
国
境
片
足
立
ち
で
い
る
百
本
の
鎖
骨
が
並
ぶ
住
所
録
人
間
に
生
ま
れ
た
せ
い
で
殴
り

雨
騙
さ
れ
た
蟹
は
そ
れ
か
ら
横
歩
き
縦
に
歩
い
た
蟹
一
匹
が
俺
で
あ
る
絵
に
描
く
と
何
だ
か
遠
い
人
に
な
る
銃
口
の
位
置
が
蛇
口
の
よ
う
に
あ
る
ど
う
し
て
も
点
に
な
れ
な
い
蝸
牛
転
ん
だ
ら
声
か
け
ら
れ
る
街
が
好
き
定
年
後
妻
は

大
き
な
マ
シ
ュ
マ
ロ
に
あ
の
ひ
と
の
さ
み
し
い
場
所
に
や
っ
と
住
む
何
も
な
い
掌
に
載
せ
て
み
る
秋
の
天
子
育
て
の
方
程
式
を
愛
で
解
く
ろ
く
じ
ゅ
う
ご
三
文
判
の
意
思
表
示
結
納
の
見
本
に
哭
い
た
跡
が
あ
る
適
切
な
お
返
事
が
来

る
冬
が
来
る
補
聴
器
を
外
す
と
父
は
神
に
な
る
報
復
の
種
が
ふ
っ
く
ら
し
て
き
た
の
浴
槽
の
排
水
溝
の
絶
叫
よ
新
米
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
る
欠
茶
碗
目
刺
喰
う
目
刺
の
主
張
訊
き
な
が
ら
や
あ
や
あ
っ
て
白
状
な
ん
か
し
な
い
で
よ

手
応
え
が
無
い
か
ら
作
る
雪
つ
ぶ
て
飲
み
干
し
て
次
の
獲
物
を
狙
っ
て
る
日
の
丸
の
真
ん
中
辺
に
あ
る
腫
瘍
有
限
の
ま
た
キ
ス
を
す
る
キ
ス
を
す
る
人
間
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
責
め
ら
れ
る
ほ
ろ
ほ
ろ
と
閉
店
セ
ー
ル
閉
店
セ
ー
ル
上

手
く
子
に
捨
て
ら
れ
ま
し
ょ
う
春
の
月
指
先
が
流
れ
る
桃
に
届
か
な
い
仁
王
門
さ
く
ら
吹
雪
さ
く
ら
吹
雪
鮟
鱇
の
貌
で
舞
台
の
袖
に
い
る
そ
し
て
男
は
闘
う
形
で
焼
か
れ
た
り
道
草
は
空
ま
で
続
く
玩
具
で
す
ト
ン
ネ
ル
の
向
う
で
道

が
も
め
て
い
る
見
逃
し
た
男
に
羽
根
が
あ
る
こ
と
を
シ
ナ
モ
ン
は
お
嫌
い
？
左
ば
か
り
見
て
ク
リ
ム
ト
の
い
ち
た
す
い
ち
は
沼
の
底
小
児
病
棟
の
ペ
ン
か
ら
咳
が
洩
れ
て
く
る
父
さ
ん
帰
ろ
う
喪
主
が
欠
伸
し
た
一
本
の
棘
が
背
中
で

哭
き
わ
め
く
空
ひ
と
つ
抱
え
て
逃
亡
劇
を
書
く
カ
ス
ミ
草
秘
め
ご
と
だ
っ
て
老
化
す
る
ス
ー
パ
ー
の
レ
シ
ー
ト
片
に
飛
ぶ
カ
モ
メ
削
除
キ
ー
叩
い
て
叩
い
て
忘
れ
な
い
ど
ん
底
と
い
う
静
か
な
位
置
に
佇
た
さ
れ
る
ト
ン
ボ
羽
化
ま
る

い
眼
鏡
に
替
え
て
み
る
鮟
鱇
の
皮
剥
ぐ
力
逢
う
力
集
魚
灯
人
間
ず
ら
り
欲
ず
ら
り
命
あ
る
限
り
無
限
の
夢
を
見
る
橋
の
な
い
川
の
む
こ
う
の
曼
陀
羅
華
テ
ロ
の
棲
む
部
屋
に
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
置
い
て
あ
る
靖
国
へ
こ
ろ
げ
つ
づ
け
る
正

露
丸
ひ
ょ
う
た
ん
の
く
び
れ
し
ん
し
ん
と
銀
河
老
人
の
海
を
な
が
め
て
い
る
う
ぶ
毛
父
を
焼
く
火
の
音
船
の
進
む
音
母
は
ふ
る
さ
と
死
ぬ
ま
で
浮
標
を
吐
い
て
い
る
対
岸
の
村
も
貧
し
く
陽
を
浴
び
る
入
れ
墨
の
花
に
お
水
を
や
り
な

さ
い
ジ
ハ
ー
ド
へ
純
ち
ゃ
ん
ラ
ッ
パ
鳴
り
響
く
燃
え
る
も
の
傘
寿
厳
父
に
ひ
と
つ
あ
る
髪
を
す
く
指
先
に
ふ
と
触
れ
る
闇
や
が
て
陣
痛
が
は
じ
ま
る
試
験
管
分
水
嶺
右
も
左
も
人
の
世
で
十
ワ
ッ
ト
だ
が
僕
だ
け
の
自
尊
心
生
き
て
ゆ

く
ペ
ー
ジ
に
朝
の
茸
汁
地
下
茎
に
お
お
わ
れ
て
い
る
仮
眠
室
紙
い
っ
ぱ
い
行
き
先
だ
け
の
走
り
書
き
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ダ
ン
デ
ィ
三
歩
前
進
す
る
化
石
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
陰
毛
に
降
る
雪
か
し
ら
病
院
の
廊
下
に
落
ち
て
い
る
「
し
か
し
」

女
の
棒
丸
に
も
楕
円
に
も
あ
み
だ
籤
み
ん
な
墓
標
に
辿
り
着
く
ほ
ん
と
う
に
哀
し
い
時
の
つ
ま
み
食
い
Ｌ
Ｐ
の
針
音
深
い
海
で
あ
る
悪
者
に
さ
れ
て
ド
リ
ン
ク
飲
ん
で
い
る
セ
ー
タ
ー
を
脱
い
だ
程
度
の
相
聞
歌
√
の
中
で
０
を
揺

す
っ
て
ば
か
り
い
る
税
務
署
の
ド
ア
い
き
な
り
の
静
電
気
正
解
の
な
い
ス
イ
ッ
チ
が
二
つ
あ
る
び
っ
し
り
と
若
葉
鞄
に
詰
め
込
ん
で
攻
め
ら
れ
て
と
ん
ち
ん
か
ん
な
火
を
起
こ
す
一
枚
の
紙
の
重
さ
よ
四
月
馬
鹿
書
き
置
き
に
冷
や
し

ト
マ
ト
が
添
え
て
あ
る
晴
天
や
円
空
仏
の
非
な
る
も
の
葉
桜
や
見
て
き
た
こ
と
を
言
い
な
さ
い
ネ
ク
タ
イ
の
裏
に
女
を
待
た
せ
て
る
試
し
す
ぎ
で
す
僕
は
金
属
疲
労
で
す
昨
日
か
ら
待
っ
て
い
る
の
は
風
鈴
屋
芒
原
越
え
て
誤
算
が
ま

だ
続
く
底
辺
を
探
れ
ば
い
つ
も
僕
の
足
七
月
の
老
齢
年
金
素
手
で
受
く
歩
ま
ね
ば
影
も
私
も
凍
り
つ
く
結
び
目
に
白
い
コ
ス
モ
ス
植
え
ま
し
た
戦
争
を
知
ら
ぬ
八
月
の
自
販
機
人
混
み
の
真
ん
中
を
ゆ
く
獣
道
幕
間
に
ゆ
ら
り
葬
列
過

ぎ
て
ゆ
く
ト
レ
モ
ロ
の
中
に
会
い
た
く
な
い
方
が
雪
へ
雪
へ
ル
ー
ジ
ュ
き
っ
ち
り
引
き
直
す
銃
口
は
神
に
向
い
て
る
和
平
論
Ｃ
Ｍ
に
乗
っ
て
明
日
の
請
求
書
指
先
で
キ
ス
の
範
囲
を
指
定
す
る
ふ
つ
ふ
つ
と
ジ
ェ
ラ
シ
ー
一
気
に
紅
を
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